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03

は
じ
め
に

金
沢
の
ま
ち
を
藩
政
期
か
ら
明
治
維
新
、
戦
後
復
興
、
そ
し
て
現
在
ま
で
支

え
て
き
た
も
の
の
一
つ
が「
工
芸
」で
す
。
な
ぜ
他
で
も
な
く
、
工
芸
な
の

で
し
ょ
う
か
？

　

本
冊
子
は
、2
0
2
1
年
11
月
26・27・28
日
に
開
催
さ
れ
る「
金
沢
21
世
紀

工
芸
祭
2
0
2
1 
土
に
紐
づ
く
：
工
芸
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」を
、
よ
り
楽
し
む

た
め
に
特
別
編
集
さ
れ
た
冊
子
で
す
。

　

冒
頭
の
疑
問
を
発
端
に
、
工
芸
を
支
え
て
き
た
行
政
、
教
育
期
間
、
そ
し

て
市
井
の
人
々
に
注
目
し
な
が
ら
ま
ち
の
記
憶
を
読
み
解
き
、「
工
芸
」が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
、
本
冊
子
と
3
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は【
工
芸
回
廊
】、【
趣
膳
食
彩
】、【
金

沢
み
ら
い
茶
会
】、【
金
沢
み
ら
い
工
芸
部
】以
上
4
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
期

間
中
3
日
間
金
沢
市
内
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す（
P 

56
参
照
）。

　

藩
政
期
か
ら
現
在
ま
で
続
く
歴
史
や
工
芸
の
支
え
手
を
知
る
1
つ
の
補
助

線
と
し
て
、
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

椿
／
ツ
バ
キ

kogei_1108.indd   02-03kogei_1108.indd   02-03 2021/11/11   11:522021/11/11   11:52



0405

は
じ
め
に 

02 

  1  

な
ぜ
金
沢
は
他
で
も
な
く
工
芸
な
の
か
？ 

09

 

金
沢
の
工
芸
の
歴
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野
々
村
仁
清

《
色
絵
雉
香
炉
》17
世
紀

石
川
県
立
美
術
館
蔵

1
9
5
1
年
、
国
宝
認
定
。

近
代
数
寄
者
の
山
川
庄
太

郎
氏
*が
石
川
県
立
美
術
館

に
寄
贈
し
た
も
の
。

*P 
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参
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0607

右
／《
色
絵
鹿
図
呉
須
赤

絵
写
鉢　

春
日
山
窯
》

19
世
紀

石
川
県
立
美
術
館
蔵

卯
辰
山
に
て
開
窯
し
た
、
春

日
山
窯
で
作
ら
れ
た
呉
須

赤
絵
写
の
典
型
的
な
作
。

上
／
粉
引
茶
碗  

銘《
楚
白
》

石
川
県
立
美
術
館
蔵

3
代
前
田
利
常
愛
用
の
茶

碗
と
し
て
加
賀
前
田
家
に

伝
来
。
県
指
定
文
化
財
。
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0809

1  

な
ぜ
金
沢
は
他
で
も
な
く
工
芸
な
の
か
？

金
沢
が「
工
芸
王
国
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
、

そ
の
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
。

藩
政
期
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
い
う
時
代
の
変
遷
と
連
動
し
、

政
治
や
教
育
機
関
、
市
井
の
人
々
に
よ
る

工
芸
を
支
え
る
諸
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
。

紫
陽
花
／
ア
ジ
サ
イ
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1011

金
沢
の
美
術
行
政

金
沢
市
内
の
動
き

江
戸
幕
府
設
立

明
治
維
新

廃
藩
置
県

裏
千
家
が
点
茶
盤
を
考
案
、京
都
博
覧
会
で
使
用

跡
見
花
蹊
、
学
校
教
育
の
一
部
と
し
て

点
茶
を
取
り
入
れ
る

廃
刀
令

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

東
京
美
術
学
校
開
校

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
美
術
工
業
が
誕
生

大
正
元
年

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

戦
時
利
得
税
（
成
金
税
）

関
東
大
震
災

柳
宗
悦
、
民
藝
を
発
案

第
八
回「
帝
展
」に
て
第
四
部（
美
術
工
芸
）が
追
加

陸
軍
美
術
協
会
が
創
立

太
平
洋
戦
争
開
戦

終
戦

「
日
展
」初
開
催

日
本
国
憲
法
施
行

〈
文
化
財
保
護
法
〉、〈相
続
税
法
〉策
定・朝
鮮
戦
争
勃
発

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
認
定
開
始

国
立
西
洋
美
術
館
開
館・高
度
経
済
成
長
期
は
じ
ま
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

〈
文
化
財
保
護
法
〉改
正

(

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
導
入
）

平
成
元
年
・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

阪
神
淡
路
大
震
災

ユ
ネ
ス
コ
、創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
設

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
東
京
初
開
催

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

東
日
本
大
震
災

北
陸
新
幹
線
、金
沢
ま
で
開
通

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
開
催(

金
沢)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

二
代
藩
主
利
常
、御
細
工
所
を
工
房
へ
転
換

四
代
藩
主
綱
紀
、書
物
奉
行
、茶
道
奉
行
を
設
置

裏
千
家
四
代
千
仙
叟
宗
室
を
茶
道
奉
行
と
し
て
招
く

十
二
代
藩
主
斉
広
が
竹
沢
御
殿
建
立
、

庭
を
兼
六
園
と
名
付
け
る

成
巽
閣
完
成

廃
藩
置
県
に
よ
り
金
沢
県
へ

県
庁
、美
川
へ
・
金
沢
町
区
開
拓
所
設
置

兼
六
園
内
に
金
沢
博
物
館
開
館

石
川
県
勧
業
試
験
場
廃

「
明
治
紀
年
之
標
」建
立

第
四
高
等
中
学
校
創
設

金
沢
に
市
制
が
し
か
れ
る

第
九
師
団
の
設
置
・
金
沢
駅
開
業

金
沢
勧
業
博
物
館
、石
川
県
物
産
陳
列
館
と
改
称

物
産
陳
列
館
主
催「
新
意
匠
展
覧
会
」開
催

物
産
陳
列
館
、石
川
県
商
品
陳
列
所
と

改
称
・
石
川
県
工
業
試
験
場
設
立

金
沢
市
主
催
、意
匠
図
案
講
習
会
初
開
催

金
沢
市
意
匠
図
案
研
究
会

（
現
金
沢
市
工
芸
協
会
）発
足

「
産
業
と
観
光
の
大
博
覧
会
」開
催

商
品
陳
列
所
廃
止
、石
川
県
商
品
館
へ
・

「
大
金
澤
振
興
座
談
會
」開
催

「
聖
戦
美
術
傑
作
画
展
覧
会
」

開
催
・
工
芸
作
家
、資
格
認
定
制
へ

「
第
一
回
翼
賛
美
術
展
覧
会
」初
開
催

第
一
次
石
川
県
立
美
術
館
開
館
・

石
川
県
美
術
文
化
協
会
設
立

金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
開
校

金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
、短
期
大
学
へ
昇
格

金
沢
美
術
工
芸
短
期
大
学
、金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
昇
格

石
川
県
立
美
術
館
開
館

新
産
業
都
市
指
定
か
ら
漏
れ
る
・
三
八
豪
雪

〈
金
沢
市
長
期
計
画
〉徳
田
與
吉
郎
市
長

〈
伝
統
環
境
の
保
存
お
よ
び
美
し
い
景
観
の

形
成
に
関
す
る
条
例
〉制
定

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
開
館
・

〈
新
長
期
計
画
〉岡
良
一
市
長

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
開
館
・

〈
金
沢
市
基
本
計
画
〉江
川
昇
市
長

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
開
所

金
沢
工
芸
大
賞
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
開
始

山
出
保
市
長
就
任

〈
金
沢
世
界
都
市
構
想
〉策
定・世
界
工
芸
都
市
宣
言

金
沢
職
人
大
学
・
金
沢
市
民
芸
術
村
開
館

金
沢
創
造
都
市
会
議
／
金
沢
学
会(

以
降
交
互
に

毎
年
開
催)

金
沢
21
世
紀
美
術
館
開
館

金
沢
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
創
造
機
構
設
立

希
少
伝
統
産
業
専
門
塾
開
講
・

「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
2
0
0
8
」開
催

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
ラ
フ
ト
創
造
都
市
に
認
定

〈
金
沢
市
も
の
づ
く
り
基
本
条
例
〉制
定

山
野
之
義
市
長
就
任

世
界
工
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
初
開
催

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
創
造
機
構
、

金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
に
改
編

「
工
芸
未
来
派
」展

K
O
G
E
I

フ
ェ
ス
タ
！
開
催

K
O
G
E
I A
rt Fair K

anazaw
a

初
開
催

金
澤
町
家
職
人
工
房
開
設

「
デ
ジ
タ
ル
工
芸
展
」開
催

国
立
工
芸
館
開
館

初
代
大
樋
長
左
衛
門
、大
樋
村
で
開
窯

青
木
木
米
、春
日
山
窯
開
窯（
一
八
二
〇
廃
窯
）

武
田
民
山
、民
山
窯
開
窯（
一
八
四
四
廃
窯
）

加
賀
藩
士
阿
部
碧
海
、古
寺
町
に

九
谷
焼
絵
付
工
場
を
興
す（
〜1878

）

旧
加
賀
藩
士
前
田
肇・久
田
宗
兵
衛
、鶯
谷
町
に
開
窯

光
仙
窯
開
窯

成
巽
閣
で「
美
術
工
芸
品
展
」初
開
催

裏
千
家
十
一
代
玄
々
斎
精
中
、

三
ヶ
月
間
金
沢
に
滞
在

長
谷
川
準
也
、銅
器
会
社
設
立

工
芸
家
有
志
に
よ
る
蓮
池
会
設
立

内
海
吉
造
、為
詢
社
を
開
業

納
富
介
二
郎
、陶
芸
指
導
に
来
県

金
沢
九
谷
陶
画
工
同
盟
会
結
成

金
沢
区
工
業
学
校（
現
石
川
県
立
工
業
高
校
）創
立

月
心
寺
で
掛
釡
は
じ
ま
る

井
上
馨
来
沢

北
大
路
魯
山
人
が
細
野
燕
台
の
招
き
で
金
沢
を
訪
れ
る

大
西
陶
磁
器
顔
料
設
立

金
沢
美
術
倶
楽
部
発
足

浅
野
川
電
気
鉄
道
が
粟
崎
遊
園
、

金
石
電
気
鉄
道
が
涛
々
園
を
開
設

新
興
作
陶
会（
北
出
塔
次
郎
ら
）

結
成
・
朱
鳥
会（
木
村
雨
山
ら
）結
成

富
本
憲
吉
、北
出
塔
次
郎
窯
で
五
ヶ
月
制
作

北
陸
工
芸
協
会
、『
郷
土
工
芸
』発
刊

陶
磁
器
製
造
業
の
配
給
統
制
と
転
業
を
図
る

協
議
会
開
催

旧
北
陸
海
軍
館
で「
現
代
美
術
展
」初
開
催

金
沢
九
谷
焼
工
業
協
同
組
合
設
立

都
賀
田
勇
馬
、小
松
の
洞
窟
で
仏
像
群
像
の
制
作
を
開
始

N
P
O
法
人
趣
都
金
澤
設
立

金
沢
美
術
工
芸
大
学
が
公
立
大
学
法
人
へ

・
か
な
ざ
わ
燈
涼
会
初
開
催

春
ら
ら
ら
市
初
開
催

金
沢
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
リ
ン
ク
発
足

一
般
財
団
法
人
北
國
芸
術
振
興
財
団
発
足

金
沢
21
世
紀
工
芸
祭
初
開
催

鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

金
沢
美
術
倶
楽
部
一
〇
〇
周
年

石
川
県
立
伝
統
産
業
工
芸
館
、い
し
か
わ

生
活
工
芸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
通
称
変
更

慶
長

1659
1666
1807
1822

1863
1668
1869

1871
1872

1875

1876
1877
1880

1882

1887
1889
1890
1898
1909
1912
1914
1915
1917
1918
1920

1923
1925

1927

1932
1936

1939
1941

1942

1945

1946
1947
1950
1951
1955
1959
1963
1964
1968

1975

1986

1989

1990
1995
1996
1999

2004
2005
2007
2008

2009

2010

2011

2012
2015
2016
2017

2018
2020

国
内
の
出
来
事

お
さ
ら
い
編

金
沢
市
が
工
芸
と
ど
う

関
わ
っ
て
き
た
の
か
。

時
代
の
大
き
な
う
ね
り
と
合
わ
せ
、

江
戸
時
代
か
ら
2
0
2
1
年
ま
で

段
階
的
に
み
て
い
こ
う
。

金
沢
と
工
芸
の
歴
史

工芸を軸とする
文化政策の展開

産業と文化で揺れる
都市づくり

士族没落、人口減少、
殖産興業と美術工業

近代・産業化の
模索、軍都

加賀藩における
ものづくりの奨励

E
d

o
 P

e
rio

d
 - 2

0
2

1

加
賀
藩
に
よ
る

も
の
づ
く
り
の
奨
励

加
賀
藩
の
歴
代
藩
主
は
百

万
石
の
経
済
力
を
積
極
的

に
文
化
政
策
に
投
入
し
た
。

士
族
没
落
、人
口
減
少
、

殖
産
興
業
と
美
術
工
業

明
治
維
新
後
、
武
士
中
心

の
社
会
か
ら
転
換
が
進
ま

ず
人
口
減
少
。
殖
産
興
業

等
に
よ
り
、
産
業
の
立
て

直
し
が
図
ら
れ
た
。
一
定

の
成
果
を
収
め
た
も
の

の
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

「石川県金沢博覧場列品之図（1872年）」
石川県立歴史博物館提供

近
代
・
産
業
化
の
模
索
、軍
都

第
9
師
団
な
ど
国
の
機
関
を
金
沢
市
に
誘
致
し
、

再
興
を
図
っ
た
。軍
都
形
成
に
よ
る
需
要
は
あ
っ

た
も
の
の
、
大
都
市
と
の
距
離
も
あ
り
、
近
代

工
業
化
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
戦
況
の

悪
化
に
も
関
わ
ら
ず
産
業
振
興
の
た
め
に
「
産

業
と
観
光
の
大
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

産
業
と
文
化
で
揺
れ
る
都
市
づ
く
り

戦
後
の
都
市
開
発
に
準

じ
、「
新
産
業
都
市
」
の

指
定
を
目
指
す
も
漏
れ
、

開
発
の
面
で
遅
れ
を
取

る
。
国
の
施
策
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
、
自
ら
美

術
大
学
や
美
術
館
整
備
、

「
伝
統
環
境
保
存
条
例
」

な
ど
の
文
化
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
と
な
る
。

「産業と観光の大博覧会」
国立国会図書館ウェブサイト蔵

金沢美術工芸大学蔵「クラフト創造都市・金沢」
シンボルマーク

延宝年間金沢城下図
（金沢市立玉川図書館蔵）

工
芸
を
軸
と
す
る
文
化
政
策
の
展
開

「
世
界
工
芸
都
市
宣
言
」、
そ
し
て
「
ク
ラ
フ
ト

創
造
都
市
認
定
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
金

沢
市
は
「
工
芸
」
を
都
市
づ
く
り
の
基
軸
と
し

て
据
え
る
よ
う
に
な
る
。
工
芸
は
美
術
な
の
か

産
業
な
の
か
揺
れ
動
き
な
が
ら
も
、
人
材
育
成
、

製
品
開
発
、
情
報
発
信
、
販
路
拡
大
、
普
及
推

進
な
ど
国
の
施
策
と
は

別
に
、
金
沢
市
に
よ
る

「
工
芸
」
支
援
制
度
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

澤
田
挙
志「
「
ク
ラ
フ
ト
創
造
都
市
」金
沢
に
関
す
る
研
究: 「
工
芸
」の
多
義
性
を
基
軸
と
し
て
」（
2
0
2
0
）  

P
83
、84
表

及
び「
石
川
県
の
工
芸-

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で-

」（
1
9
9
1
）巻
末
年
表
を
一
部
修
正
・
加
筆
し
実
行
委
員
会
が
作
成
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１ 

明
治
維
新
と
金
沢
の
殖
産
興
業

　

明
治
維
新
に
よ
り
幕
藩
封
建
体
制
が
崩
壊

す
る
と
、
各
地
の
大
名
や
家
臣
と
深
い
か
か

わ
り
あ
い
を
持
っ
て
い
た
地
場
の
産
業
や
文

化
は
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
武
家
を
失
う
こ

と
に
な
り
、
多
く
は
次
第
に
衰
退
の
方
向
を

辿
る
こ
と
に
な
る
。
加
賀
藩
の
城
下
町
で
あ

る
金
沢
で
も
、
最
も
打
撃
を
う
け
た
の
は
、

前
田
家
を
中
心
と
す
る
武
家
の
庇
護
・
需
要

で
成
長
し
て
き
た
「
加
賀
藩
細
工
所
」
の
工

芸
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
育
成
さ
れ
た
「
工

芸
」
技
術
は
、
近
世
日
本
の
な
か
で
も
有
数

の
水
準
に
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　

加
賀
百
万
石
の
経
済
力
は
失
わ
れ
、
石
川

県
は
慢
性
的
な
沈
滞
状
況
に
陥
っ
た
。
と
り

わ
け
金
沢
は
、
一
時
県
都
の
座
を
も
失
う
ほ

ど
の
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
急
激
な
人
口

の
減
少
と
経
済
の
衰
退
に
喘
ぐ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
様
々
な
殖
産
興
業

策
（
士
族
授
産
・
地
場
産
業
の
復
興
・
近
代

工
業
の
導
入
）
が
試
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

江
戸
時
代
の
物
産
会
に
端
を
発
し
た
博
覧
会

は
、
近
代
に
入
る
と
「
富
国
強
兵
」、
こ
と
に

「
殖
産
興
業
」
の
有
効
な
手
段
と
し
て
盛
ん
に

な
り
、
著
し
く
そ
の
発
達
を
み
る
。
な
か
で

も
金
沢
は
幕
末
維
新
期
に
は
江
戸
・
京
都
・

大
坂
の
三
都
に
次
ぐ
大
都
市
で
あ
り
、
そ
の

　

さ
ら
に
、
明
治
前
期
の
工
芸
活
動
に
力
を

与
え
た
の
は
、「
金
沢
銅
器
会
社
」
の
設
立
（
明

治
十
年
二
月
）
と
「
金
沢
工
業
学
校
」
の
開

校
で
あ
っ
た
。
当
時
金
沢
町
の
総
区
長
で
あ
っ

た
長
谷
川
準
也
は
、
細
工
所
な
ど
で
働
い
て

い
た
金
工
職
人
を
勧
業
場
に
集
め
て
輸
出
用

兼
六
公
園
勧
業
博
物
館
之
図
（
工
業
学
校
）

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

兼
六
公
園
勧
業
博
物
館
之
図
（
成
巽
閣
）

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

故
か
、
博
覧
会
の
開
催
も
他
の
地
方
都
市
に

比
べ
ご
く
早
い
段
階
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
に

は
、
兼
六
園
内
で
金
沢
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
伝
統
的
工
芸
品
が
出
品
さ
れ
た
。
こ

れ
が
石
川
県
に
お
け
る
博
覧
会
の
出
発
点
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
つ
い
で
七
年
六
月
に
は
、

兼
六
園
及
び
東
本
願
寺
別
院
を
会
場
と
し
て

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
七
万
二
一
三
五
人
の

入
場
者
を
集
め
た
。
兼
六
園
会
場
の
う
ち
西

館
は
旧
巽
御
殿
（
成
巽
閣
）
の
建
物
、
東
館

は
お
雇
外
国
人
デ
ッ
ケ
ン
の
た
め
に
建
築
し

た
異
人
館
だ
っ
た
（
デ
ッ
ケ
ン
は
鉱
山
学
教

師
）。
さ
ら
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
開

催
の
博
覧
会
後
に
は
、
こ
の
デ
ッ
ケ
ン
館
と

旧
巽
御
殿
と
を
あ
わ
せ
て
金
沢
勧
業
博
物
館

と
し
た
。
一
説
に
は
、
常
設
の
博
物
館
は
全

国
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
明
治
初
期
の
博
覧
会
を
皮
切
り
に
、

殖
産
興
業
期
に
は
、
万
国
博
覧
会
・
内
国
勧

業
博
覧
会
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

品
評
会
・
共
進
会
あ
る
い
は
農
談
会
が
開
催

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
維
新
で
職
を
失
っ
た
細
工
所
の

職
人
ら
を
救
う
た
め
、明
治
五
年（
一
八
七
二
）、

授
産
施
設
と
し
て
金
沢
区
方
開
拓
所
が
設
置
さ

れ
る
。
翌
六
年
に
は
金
沢
区
方
勧
業
試
験
所
、

八
年
に
は
区
方
勧
業
場
、
九
年
に
は
石
川
県
勧

業
試
験
場
と
次
々
に
変
遷
し
つ
つ
も
、
加
賀
象

嵌
、
加
賀
蒔
絵
、
加
賀
染
、
九
谷
焼
な
ど
加
賀

の
伝
統
工
芸
の
保
護
育
成
に
あ
た
っ
た
。な
お
、

明
治
十
三
年
に
は
、
さ
き
の
勧
業
博
物
館
の
図

書
室
に
夜
学
室
が
開
か
れ
、こ
こ
を
拠
点
に「
蓮

池
会
」（
図
式
考
按
競
技
会
）
が
催
さ
れ
、
工

業
デ
ザ
イ
ン
研
修
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
工
芸
」
を
含

む
産
業
育
成
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
の
が
、
金

沢
の
特
色
と
い
え
よ
う
。

12
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1415

の
象
嵌
銅
器
を
作
ら
せ
、
海
外
輸
出
を
試
み

て
い
る
。
こ
れ
が
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
を

う
け
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
銅
器
会
社

を
金
沢
の
長
町
川
岸
に
設
立
し
、
金
工
職
人

を
集
め
積
極
的
に
輸
出
用
象
嵌
銅
器
を
作
ら

せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
水
野
源
六
や
山
川

幸
二
ら
の
藩
政
時
代
以
来
培
わ
れ
て
き
た
最

高
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
加
賀
象
嵌
技

術
の
再
生
と
伝
承
に
果
た
し
た
役
割
は
、
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
金
沢
工
業
学
校
（
の
ち
に
石
川
県
工

業
学
校
）
は
、
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
に
兼
六
園
内

に
あ
っ
た
勧
業
博
物
館
を

使
用
し
て
開
校
。
藩
政
期
以

来
の
伝
統
工
芸
を
産
業
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。
当
時
美
術

工
芸
を
内
容
と
す
る
専
門

学
校
は
、
東
京
の
工
部
美

術
学
校
や
京
都
の
美
術
学

校
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
中

等
学
校
と
し
て
は
日
本
で

最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
。
初
代
校
長
納
富
介

次
郎
の
教
育
理
念
と
、
初
期
の
充
実
し
た
講

師
陣
に
よ
っ
て
、「
明
治
美
術
工
芸
界
の
中
枢

的
役
割
を
つ
と
め
た
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。

納
富
は
佐
賀
藩
出
身
の
教
育
者
・
美
術
工
芸

家
で
、
若
い
こ
ろ
長
崎
に
遊
学
、
高
杉
晋
作

と
と
も
に
上
海
へ
密
航
し
た
経
験
も
あ
る
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博

覧
会
審
査
官
と
し
て
渡
欧
し
、
以
後
二
年
間

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
。
石
川
県
と
は
、
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
の
殖
産
事
業
視
察
で
関

出
産
業
の
奨
励
」と
そ
の
展
開
過
程
を
、近
年
、

美
術
史
の
な
か
で
は
、「
美
術
工
業
」
と
い
う

概
念
で
検
証
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
金
沢

の
工
芸
品
振
興
政
策
も
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
「
美
術
工
業
」
の
県
下
の
動
向
を

示
す
好
資
料
が
「
石
川
県
勧
業
年
報
」
で
あ
ろ

う
。
殖
産
興
業
政
策
の
所
轄
官
庁
で
も
あ
っ
た

農
商
務
省
が
指
示
し
て
、
各
府
県
横
な
ら
び
で

勧
業
の
状
況
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
川

県
に
関
し
て
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
、
第

一
回
）
か
ら
同
三
十
一
年
（
一
八
九
八
、
第

十
九
回
）
ま
で
の
調
査
報
告
年
報
が
残
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、『
第
三
回
年
報
』（
明
治
十
三

年
）の「
工
」の
部
の
総
論
を
瞥
見
し
て
み
る
と
、

「
需
要
最
モ
広
ク
産
出
最
モ
多
キ
モ
ノ
四
ア
リ
、

曰
ク
織
物
、
曰
ク
漆
器
、
曰
ク
陶
器
、
曰
ク
銅

器
、
是
ナ
リ
左
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
以
下
こ
れ

ら
に
つ
い
て
の
状
況
が
「
逐
一
」
報
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
一
事
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当

時
の
石
川
県
、な
か
ん
ず
く
金
沢
に
お
い
て
は
、

「
美
術
工
業
」
の
生
産
物
が
工
産
品
の
主
体
を

な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
に
こ
う

し
た
「
四
つ
の
産
物
」
を
複
合
的
に
取
り
扱
っ

て
い
た
の
が
「
輸
出
商
」
だ
っ
た
。

　

各
府
県
や
地
場
産
業
自
身
に
よ
る
美
術
工

業
育
成
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
地
に
輸
出
向
け
工
芸
品
を
製
作
す
る
工
房

や
会
社
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
結
果
工
芸
品
の

輸
出
を
専
門
に
す
る
企
業
が
設
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
石
川
県
の

殖
産
興
業
の
特
徴
の
一
面
を
も
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
｢金
沢
銅
器
会
社
｣（
明

治
十
年
二
月
設
立
）
や
｢九
谷
陶
器
会
社
｣（
同

十
二
年
設
立
）、
さ
ら
に
円
中
孫
平
の
「
円
中

組
」
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
「
直
輸
出
商
」

と
よ
ば
れ
た
海
外
取
引
業
者
の
先
駆
的
存
在

で
あ
っ
た
円
中
組
は
、「
年
報
」
で
み
る
よ
う

に
織
物
・
陶
器
・
銅
器
を
は
じ
め
と
し
た
総

合
輸
出
商
社
（
当
時
は
雑
貨
業
と
称
し
た
）

の
体
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
廉
宏
史（
も
と
や
す
・
ひ
ろ
し
）

1
9
5
7
年
生
ま
れ
。
金
沢
大
学
大
学
院
に
て
学
位
取

得
、
博
士（
文
学
）。
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
課
長

を
へ
て
、
現
在
、
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
教
授
。
専

攻
は
、
日
本
近
代
史
・
地
域
史
。

東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
温
知
図
録
」
図
案

Image:TNM  ImageAchives.

石
川
県
金
沢
博
覧
場
列
品
之
図
（
明
治
７
年
）

（
個
人
蔵
／
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
提
供
）

係
を
も
ち
、
金
沢
工
業
を
皮
切
り
に
富
山
工

芸
、
香
川
工
芸
、
佐
賀
工
業
学
校
の
「
四
つ

の
工
芸
・
工
業
学
校
」
を
創
設
し
て
い
る
。

２ 

「
美
術
工
業
」
の
時
代

　

一
般
に
、
殖
産
興
業
と
呼
ば
れ
た
政
府
の

手
に
よ
る
近
代
工
業
の
移
植
は
、
三
つ
の
レ

ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
第
一
は
鉱

物
資
源
の
開
発
と
運
輸
通
信
網
の
整
備
で
、

主
と
し
て
工
部
省
が
担
当
し
た
。
第
二
は
当

時
「
輸
入
妨
遏
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
外

国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
製
造
品
を
国
産
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
典
型
は
近

代
的
な
綿
糸
紡
績
業
の
設
立
で
あ
っ
た
。
第

三
は
、
生
糸
や
茶
や
工
芸
品
な
ど
の
輸
出
産

業
の
奨
励
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
二
、
第
三
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
殖
産
興
業
が
内
務
省
に
よ
っ

て
担
当
さ
れ
た
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
八
八
〇
〜

九
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
工
芸
品
な
ど
の
輸
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阿
部
碧
海
製
、
春
名
繁
春
画《
色
絵
金
彩
海
龍
図
遊
環
花
瓶
》19
世
紀　

石
川
県
立
美
術
館
蔵

元
加
賀
藩
士
、
阿
部
碧
海
は
殖
産
興
業
と
し
て
金
沢
九
谷
を
製
陶
。

本
作
は
図
案
指
導
書『
温
知
図
録
』に
下
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

初
代
諏
訪
蘇
山
作《
葡
萄
透
し
花
瓶
》19
世
紀　

石
川
県
立
工
業
高
校
蔵

初
代
諏
訪
蘇
山
は
金
沢
出
身
の
明
治
・
大
正
時
代
の
陶
芸
家
。

本
作
は
石
膏
型
を
生
か
し
た
透
か
し
彫
り
が
見
ど
こ
ろ
。
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松
井
乗
雲《
日
本
武
尊
像
》1
8
8
0
年　

石
川
県
立
美
術
館
蔵

金
沢
出
身
の
仏
師
。
兼
六
園
の「
明
治
紀
念
之
標（
日
本
武
尊
像
）」の

原
型
と
い
う
説
が
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。

明
治
20
年
代
女
子
生
徒
作
品《
刺
繍
観
音
の
図
》1
8
8
7
〜
1
8
9
7
年　

石
川
県
立
工
業
高
校
蔵

女
子
生
徒
に
よ
る
緻
密
な
刺
繍
作
品
。1
8
9
0
年
京
都
か
ら
教
師
を
招
き

学
校
に
女
子
高
等
授
産
所
を
設
け
た
時
期
に
作
ら
れ
た
。
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は
じ
め
に

　

兼
六
園
の
《
明
治
紀
念
之
標
（
日
本
武
尊
像
）》

は
、
西
南
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
石
川
県
出
身
の

兵
士
た
ち
を
祀
っ
て
、
1
8
8
0
年
（
明
治
13
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、日
本
に
お
け
る
「
銅
像
」

の
嚆
矢
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
私
が
こ
の
像

を
初
め
て
見
た
の
は
、
ま
だ
小
学
生
く
ら
い
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
時
を
経
て
、
日
本
に
お
け
る
最
初

の「
銅
像
」と
い
う
こ
の
像
の
歴
史
的
意
味
を
知
っ

た
後
に
、
再
び
こ
の
像
を
見
た
と
き
、
私
は
小
学

生
の
頃
に
は
感
じ
な
か
っ
た
違
和
感
を
覚
え
、
奇

妙
な
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
違
和
感
の
正
体
は
、
知
識
と
し
て
知
っ
て

い
る
は
ず
の「
銅
像
」と
目
の
前
に
実
在
す
る《
明

治
紀
念
之
標
》
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
銅
像
」
と
い
う

語
は
、
広
義
に
は
銅
製
の
像
を
指
す
語
で
は
あ
る

「
職
人
」か
ら「
工
芸
家
」へ

 

―
「
工
芸
」
概
念
の
形
成
と
近
代
教
育
制
度
の
導
入
―

 

東
京
藝
術
大
学
大
学
院 

芸
術
学
修
士
課
程  

榎
本
佳

が
、
私
た
ち
が
「
銅
像
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ

る
の
は
、
公
の
場
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
的
あ
る

い
は
顕
彰
的
性
格
の
強
い
肖
像
彫
刻
で
あ
ろ
う
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
銅
像
」
の
日
本
に
お
け
る
成
立

は
、
西
洋
か
ら
の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
概
念
の
受

容
と
技
術
の
導
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。《
明
治
紀
念
之
標
》
を
見
て
み
る
と
、
な
る

ほ
ど
、
公
園
と
い
う
近
代
に
新
し
く
登
場
し
た
公

の
場
に
、
兵
士
た
ち
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
ら

れ
た
こ
の
巨
大
な
像
に
は
、
確
か
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
ル
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

こ
の
像
は
、
地
元
金
沢
で
は
「
金
仏
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
信
仰
の
対
象
に
も
な
っ
た
よ
う
に
、
西
洋

の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
よ
り
は
正
面
性
が

強
く
安
定
し
た
仏
像
的
な
造
形
感
覚
が
前
面
に
出

て
い
る
。
ま
た
、
原
型
に
つ
い
て
は
、
金
沢
の
仏

師
松
井
乗
雲
の
作
と
い
う
説
も
あ
る
が
確
証
は
な

く
、誰
に
よ
る
も
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、

鋳
造
は
、
高
岡
の
鋳
物
師
で
あ
る
藤
田
治
三
郎
ら

に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た

技
術
で
は
な
く
、
明
治
以
前
か
ら
続
く
い
わ
ゆ
る

「
職
人
」
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
以
前
か
ら
の
「
職
人
」
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
日
本
に
お
け
る
最
初
の「
銅
像
」と
さ
れ
る《
明

治
紀
念
之
標
》
は
、こ
の
時
代
の
「
工
芸
」
や
「
彫

刻
」
を
取
り
巻
く
混
沌
と
し
た
状
況
を
象
徴
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の

よ
う
な
混
沌
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
明
治
期
に
お

け
る
制
作
者
た
ち
の
意
識
の
変
化
、
つ
ま
り
、
彼

ら
が
い
か
に
「
職
人
」
か
ら
「
工
芸
家
」
へ
と
変
貌

し
て
い
っ
た
の
か
を
、「
工
芸
」
概
念
の
形
成
、
教

育
制
度
の
導
入
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

「
工
芸
」
概
念
の
形
成

　
「
工
芸
」
と
い
う
概
念
は
、
実
は
か
な
り
複
雑

で
あ
る
。
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
の

美
術
工
芸
、
伝
統
工
芸
、
あ
る
い
は
器
や
家
具
、

着
物
と
い
っ
た
日
用
品
を
含
む
産
業
工
芸
な
ど
、

現
在
で
も
「
工
芸
」
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
義
的
な

「
工
芸
」
と
い
う
概
念
は
、
ど
う
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

1
9
8
0
年
代
か
ら
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
き

た
近
代
美
術
制
度
史
研
究
に
よ
っ
て
、「
美
術
」

と
い
う
語
が
西
洋
概
念
の
官
製
訳
語
と
し
て
明
治

の
初
め
に
成
立
し
、
そ
の
概
念
の
明
確
化
お
よ
び

制
度
化
も
明
治
政
府
の
美
術
行
政
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。「
工
芸
」
と

い
う
語
も
ま
た
、
も
と
も
と
日
本
で
使
わ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
西
洋
か
ら
「
美
術
」
概
念
を

受
容
し
た
こ
と
で
明
治
期
に
相
対
的
に
形
成
さ
れ

た
概
念
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
日
本
に
お
け
る
「
工
芸
」
と
い
う
語
は
、

必
ず
し
も
現
在
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
手
工
業
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
強
く
、
産
業
革
命
が
本
格
的
に
始
ま
る
以
前

の
日
本
で
は
「
工
芸
」
と
「
工
業
」
の
区
別
は
曖

昧
だ
っ
た
。
ま
た
、「
美
術
」
と
の
関
係
に
お
い

て
も
、
両
者
の
境
界
は
未
だ
不
分
明
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
「
工
芸
」
概
念
の
不
明
瞭
さ
の
原
因
は
、

「
美
術
」
の
概
念
形
成
が
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
や
、

美
術
行
政
が
殖
産
興
業
政
策
を
軸
に
進
め
ら
れ
た

こ
と
に
も
あ
る
が
、根
底
に
は「
工
芸
」が「
美
術
」

や
「
工
業
」
の
母
体
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
明

治
以
前
の
日
本
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
造
形
物
お
よ

び
そ
の
制
作
者
は
「
工
」
と
い
う
概
念
に
よ
り
包

括
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、「
美
術
」
概
念
の

受
容
と
制
度
化
に
伴
い
「
絵
画
」
と
「
彫
刻
」
が

分
離
さ
れ
、
新
た
に
「
美
術
工
芸
」
と
い
う
美
術

と
し
て
の
「
工
芸
」
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
近
代

兼
六
園《
明
治
紀
念
之
標（
日
本
武
尊
像
）》。1
8
8
0
年
建
立
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的
機
械
工
業
の
成
立
に
伴
い
「
工
業
」
が
分
離
さ

れ
、
工
業
（
産
業
）
と
し
て
の
「
工
芸
」
が
成
立

し
た
。
す
な
わ
ち
、「
工
」か
ら「
美
術
」と「
工
業
」

が
分
離
独
立
し
た
後
に
残
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
で
「
工
芸
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
明
治
期
に
「
美
術
」
と
「
工
業
」
の
中

間
的
な
領
域
と
し
て
形
成
さ
れ
た
「
工
芸
」
は
、

そ
の
成
立
時
に
お
い
て
既
に
、美
術
と
し
て
の「
工

芸
」
と
産
業
と
し
て
の
「
工
芸
」
の
両
義
性
を
含

ん
だ
複
雑
で
曖
昧
な
概
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

徒
弟
制
か
ら
学
校
教
育
へ

　

明
治
以
前
の
「
工
」
を
支
え
て
い
た
の
は
「
職

人
」と
呼
ば
れ
る
制
作
者
た
ち
で
あ
っ
た
。「
職
人
」

と
は
、
そ
の
範
囲
は
時
代
に
よ
り
異
な
る
と
は
い

え
、
一
応
は
専
門
的
な
技
術
を
も
っ
た
手
工
業
者

と
定
義
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
職
人

た
る
要
で
あ
っ
た
「
技
術
」
を
伝
習
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
が
徒
弟
制
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
徒
弟
制

に
は
、
技
術
の
伝
習
と
い
う
教
育
的
側
面
と
と
も

に
、
雇
用
契
約
と
い
う
経
済
的
側
面
も
あ
り
、
職

人
社
会
に
お
け
る
規
範
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
に
入
り
、
封
建
的
身
分
制
度
の
廃

止
に
伴
い
職
業
の
自
由
化
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

近
代
的
工
業
生
産
が
発
展
を
遂
げ
る
と
、
徒
弟
制

は
そ
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
。
徒
弟
制
に

代
わ
り
技
術
の
伝
習
と
い
う
教
育
的
役
割
を
担
っ

て
い
っ
た
の
が
学
校
教
育
で
あ
り
、
明
治
20
年
代

に
は
日
本
各
地
で
、
工
業
学
校
、
工
芸
学
校
、
美

術
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
1
8
8
7
年（
明

治
20
年
）に
創
設
さ
れ
た
金
沢
区
工
業
学
校
で
あ

る
。
金
沢
工
業
学
校
規
則
に
は
「
本
校
ハ
各
種
ノ

工
芸
ニ
関
ス
ル
学
理
ノ
応
用
法
ト
芸
術
ト
ヲ
兼
授

ク
」
と
い
う
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

学
科
は
、
専
門
画
学
部
、
美
術
工
芸
部
、
普
通
工

芸
部
の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
初

代
校
長
と
な
っ
た
納
富
介
次
郎
の
工
業
教
育
思
想

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、「
工
芸
／
工
業
」
に
「
美
術
」

を
導
入
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

納
冨
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万

国
博
覧
会
に
事
務
官
お
よ
び
審
査
官
と
し
て
参

加
し
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
の
際
に
は
、
伝
習
生
と

し
て
西
欧
の
製
陶
技
術
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
内
国

勧
業
博
覧
会
で
も
審
査
員
を
務
め
、『
温
知
図
録
』

の
編
纂
に
も
関
わ
る
な
ど
、
日
本
の
殖
産
興
業
政

策
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
納
冨
は
、

自
身
の
経
験
か
ら
日
本
産
業
の
近
代
化
に
は
、
工

業
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
、

明
治
維
新
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
地

方
産
業
の
改
善
と
振
興
が
そ
の
要
で
あ
る
と
い
う

考
え
に
至
っ
た
。
地
方
産
業
、
特
に
伝
統
産
業
の

改
良
・
振
興
に
は
、
そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
「
職

人
」
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
納
冨
が
金
沢

区
工
業
学
校
の
創
設
に
先
立
ち
農
商
務
省
の
巡
回

教
師
と
し
て
石
川
県
に
招
聘
さ
れ
た
際
に
は
、
技

術
的
指
導
や
意
匠
・
図
案
の
改
良
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
産
業
と
し
て
の
経
営
的
な
問
題
に
ま
で
そ

の
指
導
は
及
ん
で
い
る
。

　

金
沢
区
工
業
学
校
の
入
学
資
格
に
、
30
歳
以
下

と
い
う
中
等
学
校
と
し
て
は
比
較
的
高
い
年
齢
制

限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
職
人
の
再
教
育
も
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
金
沢

区
工
業
学
校
創
立
当
時
の
教
員
に
は
地
元
の
優
れ

た
技
術
者
が
就
い
て
お
り
、
そ
の
教
育
に
は
徒
弟

制
的
な
性
格
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
金
沢
区
工
業
学
校
規
則
の
第
6
章

の
「
雑
則
」
に
は
、「
入
学
ヨ
リ
三
週
間
乃
至
五

週
間
其
学
芸
ヲ
教
授
シ
若
シ
不
適
当
ナ
ル
者
ト
認

ム
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
諭
シ
テ
他
ノ
業
ニ
就
カ
シ
ム
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
学
校
教
育

と
徒
弟
制
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
興
味

深
い
。
徒
弟
制
に
お
い
て
も
親
方
が
徒
弟
の
適
正

を
判
断
し
、
適
不
適
を
決
定
す
る
こ
と
が
あ
り
、

学
校
教
育
へ
の
徒
弟
制
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
職
人
」
か
ら
「
工
芸
家
」
へ

　

明
治
期
に
、「
工
」
を
母
体
と
し
な
が
ら
も
、「
美

術
」と「
工
業
」の
中
間
的
な
領
域
と
し
て「
工
芸
」

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、「
工
芸
」
は
美
術
工
芸

か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
様
々
な
領
域
を
含
む
概
念
と

な
り
、そ
の
担
い
手
も
「
職
人
」
か
ら
「
工
芸
家
」

や
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
へ
と
分
化
し
て
い
っ
た
と
い

え
る
。
そ
し
て
、「
工
芸
」
概
念
の
形
成
に
伴
い
、

「
職
人
」に
お
け
る
技
術
の
伝
習
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
徒
弟
制
も
学
校
教
育
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も
「
職
人
」

と
い
う
存
在
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
、
徒
弟
制
的
な
技
術
の
伝
習
シ
ス
テ
ム

も
そ
の
性
格
を
変
え
な
が
ら
存
続
し
て
い
る
。「
工

芸
」
概
念
成
立
の
過
渡
期
に
「
職
人
」
の
技
術
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
日
本
に
お
け
る
最
初
の
「
銅

像
」
で
あ
る
《
明
治
紀
念
之
標
》
は
、
欧
米
中
心

主
義
的
な
近
代
化
が
批
判
さ
れ
、
美
術
と
い
う
概

念
そ
の
も
の
が
揺
ら
い
で
久
し
い
現
在
、「
工
芸
」

と
は
な
に
か
、「
工
芸
家
」
と
は
な
に
か
を
考
え

る
う
え
で
の
指
標
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

榎
本
佳（
え
の
も
と
・
よ
し
）

1
9
8
1
年
、
金
沢
市
生
ま
れ
。2
0
0
5
年
、
金
沢
美
術

工
芸
大
学
大
学
院
工
芸
科
修
了
。
現
在
、
東
京
芸
術
大
学

大
学
院
芸
術
学
修
士
課
程
在
学
中
。
研
究
分
野
は
近
代
日

本
彫
刻
史
、
工
芸
史
。

参
考
文
献

・  

遠
藤
元
男『
日
本
職
人
史
序
説
』雄
山
閣
出
版
、1
9
8
5

・  

北
澤
憲
昭『
眼
の
神
殿
―「
美
術
」受
容
史
ノ
ー
ト
』

美
術
出
版
社
、1
9
8
9

・  

北
澤
憲
昭『
境
界
の
美
術
史
―「
美
術
」形
成
史
ノ
ー
ト
』

[新
装
版
]ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、2
0
0
0

・  

木
田
拓
也『
工
芸
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
近
代
』

吉
川
弘
文
館
、2
0
1
4

・  

佐
藤
道
信『〈
日
本
美
術
〉誕
生　

近
代
日
本
の「
こ
と
ば
」と
戦
略
』講
談
社
、1
9
9
6

・  

佐
藤
道
信『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
―
美
の
政
治
学
―
』

吉
川
弘
文
館
、1
9
9
9

・  

田
中
修
二
編『
近
代
日
本
彫
刻
集
成
第
一
巻
幕
末
・

明
治
編
』国
書
刊
行
会
、2
0
1
2

・  

濱
太
一『
工
業
教
育
思
想
の
研
究
―
明
治
初
年
の
納
富
介
次
郎

と
金
沢
区
工
業
学
校
』橋
本
確
文
堂
、2
0
1
2

・  

森
仁
史『
日
本〈
工
芸
〉の
近
代
』吉
川
弘
文
館
、2
0
0
9

・  『
金
沢
の
近
代
工
芸
史
研
究
』

金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
研
究
所
、1
9
9
5

・  『
県
工
百
年
史
』石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
創
立
百
周
年

記
念
実
行
委
員
会
、1
9
8
7

石
川
県
立
工
業
高
校
納
富
介
次
郎
胸
像
。
彫
刻
家
吉
田
三
郎
作

板
谷
波
山
作《
石
榴
模
様
花
瓶
》石
川
県
立
工
業
高
校
蔵
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金沢の美術商「二嘉」から呉

服商「越中屋」の養子となる。

茶の湯の世界に入込み、その

人脈は近衛文麿、根津嘉一

郎、高橋箒庵、野村得庵、村山

龍平まで広がる。茶道は裏千

家野島乃庵に学び、十三世円

能斎、十四世淡々斎とも交流。

ノンコウ加賀七種の黒樂茶

碗「香久山」、備前福耳花入、

乾山竜田川反鉢（出光美術館

蔵）も所蔵する目利き。弟子

は取らず、金沢の茶道界きっ

ての数寄者であり続けた。

越越沢 宗見沢 宗見
こしざわ そうけん

1887（明治 20）- 1970（昭和45）

金沢竪町にて三代に渡って

米仲買商と質屋を兼業。初代

は国宝・仁清色絵雉香炉（石

川県立美術館蔵）を入手。二

代は酒造業を展開、松岡三次

の助言により阿蘭陀白雁香

合をはじめ山川コレクション

（同美術館蔵）の茶道具の多

くを蒐集。三代は米殻取引所

や加州銀行等の重役を務め

た。1959年石川県美術館開

館にあたり、雉香炉を寄付。

山川 庄太郎川 庄太郎
三代

やまかわ しょうたろう
1876（明治 9）- 1961（昭和36）  

金沢の酒造家出身。漢学者五

香屋休哉に陽明学を学び、北

方心泉に影響を受け書風を

確立、同時に煎茶道を極め

た。金沢で初めてセメント商

をはじめ、伊藤博文や井上世

外ら財界人と交流。美術商を

営み、金沢美術倶楽部設立に

尽力。篆刻家福田大観（魯山

人）の才を見出し、料亭「山の

尾」の太田多吉、陶芸家須田

菁華らを紹介。俵屋宗達の墓

を宝円寺境内に発見し、宗達

会茶会発足にも尽力した。

細野 燕台野 燕台
ほその えんだい

1872（明治 5）- 1961（昭和36）  

中村家三代目として酒造業

の傍ら、金沢商工会議所設立

に尽力。市会議員当選時に議

長であった前川吉栄の影響

から、美術品蒐集を始める。

戦後激動期に名家秘蔵の品

が市場流出する中「美術品は

一個人のものではない、国民

の宝であり、一般に公開せね

ば」と蒐集を進め、1965年財

団法人中村記念館を設立。

中村 栄俊村 栄俊
なかむら えいしゅん

1908（明治40）- 1978（昭和53）

礪波市生まれ。土木建築業 

佐藤工業株式会社を継ぐ。貴

族院議員を務める傍ら、船

舶、鉄道、新聞社、放送局等の

事業に関与し、地方財界の重

鎮として活躍。富山県内の大

学、高校内に道具一式を揃え

た茶室を寄贈し、流派を越え

た北日本茶会を発足させる

等茶の湯の普及に尽力。会社

創業百年記念事業の一環と

して、1961年佐藤記念美術

館を設立。

佐藤 助九郎藤 助九郎
さとう すけくろう

1896（明治29）- 1979（昭和54）  

横安江町の茶商林屋新兵衛

の六男。京都宇治の林屋茶店

に勤務後、1912年宇治村会

議員に当選。1930年三越金

沢店を開業ののち、株式会社

丸越を創業、北陸鉄道社長、

県商工経済会会頭等を務め、

金沢から地方経済界で活躍。

1947年第一回参議院選に初

当選、吉田首相の片腕となり

辣腕を振るう。

林屋 亀次郎屋 亀次郎
はやしや かめじろう

1886（明治19）- 1980（昭和 55）

金沢片町にて薬種商宮竹屋

を営み、加賀三味薬を調整販

売した。祖父鶴山、父桂窠ら

趣味人の影響を受け、数寄を

好む。詩を銭立斎や林蓀坡

に、茶道は裏千家宮崎宗敬・

宗良父子に師事した。玄々斎

が金沢来訪時、初めに招いた

のが是庵　茶室「吟風亭」は

名を「是庵」とし、1957年に

金沢寺町の料亭「つば甚」に

移築された。

亀田 是庵田 是庵
かめだ ぜあん

1818（文政元）-1883（明治16）  

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

茶
の
湯
に
熱
心
な
実
業
家
達
が

様
々
な
名
器
を
収
集
し
、

金
沢
の
工
芸
を
支
え
る
礎
を
築
い
た
。

代
表
的
な
7
人
の
茶
人
を
紹
介
し
よ
う
。

黒樂茶碗「香久山」

越沢宗見邸（東山）

呉服商

林鐘庵

百貨店業、政治家

国宝「色絵雉香炉」
（野々村仁清）

金沢湯涌江戸村
（住宅移築）

酒造業

廣瀬印房篆刻

セメント商、美術商
長次郎七種の赤樂茶碗
「早船」（畠山記念館蔵）

つば甚茶室

薬種商

藤原定信筆「石山切」

佐藤記念美術館

土木業、政治家
手鑑（後鳥羽天皇宸記
以下二百一葉）1帖

中村記念美術館

酒造業

近
代
数
奇
者
と
工
芸

‥

業
種

‥

お
も
な
所
有
物　

‥

縁
の
場
所

参
考：
金
沢
美
術
青
年
会
創
立
５
０
周
年
記
念
誌「
石
川
・
富
山
の
近
代
茶
道
ー
入
札
会
と
数
奇
者
ー
」

※本画像は令和3年10月22日に著作権法第67条の2第2項に該当する申請を行い，同項の適用を受けて作成された
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卯
辰
山
焼《
乾
山
写
宝
づ

く
し
文
舟
形
器
》

19
世
紀　

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
蔵

幕
末
か
ら
明
治
初
期
、
卯

辰
山
山
麓
の
土
を
使
い
作

ら
れ
た
。
京
都
の
陶
工
尾

形
乾
山
の
作
風
を
写
し
た

作
品
。

鶯
谷
庄
米《
刷
毛
目
平
茶
碗
》

19 

〜
20
世
紀　

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
蔵

幕
末
〜
明
治
の
陶
工
。
鶯

谷
久
田
窯
の
横
萩
一
光
に

製
陶
を
学
ぶ
。南
蛮
・
信
楽
・

青
磁
・
染
付
な
ど
幅
広
く
写

し
を
行
う
。
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茶
の
湯
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、四
畳
半

を
基
準
と
し
た
ほ
ぼ
密
室
の
極
小
空
間
。

非
日
常
の
精
神
世
界
に
入
り
込
む
た
め
、

季
節
の
風
情
が
満
ち
た
庭
や
露
地
を
通

り
、躙
口
を
く
ぐ
る
。自
然
素
材
、古
材
が

喜
ば
れ
、名
席
と
評
さ
れ
る
茶
室
を
模
し

て
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

藩
主
や
家
老
等
の
た
し
な
み
と
し
て
、
金
沢

は
藩
政
期
か
ら
茶
道
の
盛
ん
な
土
地
だ
っ
た
。

明
治
末
期
、
有
力
実
業
家
・
数
寄
者
に
よ
り

多
く
の
茶
道
具
の
名
品
が
集
ま
っ
た
こ
と
も

茶
道
が
盛
ん
で
あ
っ
た
理
由
の
1
つ
だ
。

戦
後
か
ら
昭
和
40
年
代
頃
ま
で
は
実
業
家
に

よ
る
茶
道
具
収
集
が
続
い
た
が
、
経
済
成
長

に
よ
り
担
い
手
が
変
化
。
日
本
ら
し
い
修
練

と
し
て
茶
道
に
参
加
す
る
女
性
が
増
加
し
、

許
状
発
行
な
ど
「
家
元
」
の
制
度
が
確
立
。

そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
は
全
国
組
織
化
し
、
日
本

文
化
の
象
徴
と
し
て
そ
の
権
威
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
て
い
る
。      

金沢の会員制茶会金沢の会員制茶会

藩
主
、武
家
に
よ
る

茶
道
奨
励

近
代
数
寄
者
に
よ
り

道
具
集
積

税
制
改
革
等
に
よ
り

茶
道
具
が
移
動

学
校
教
育
へ
の
導
入
、

女
性
の
担
い
手
増
加

家
元
制
度
の
確
立
、

茶
道
人
口
の
増
加

1980
年代～

1950
年代～

1920
年代～

1870
年代～

江戸
年代

も
と
も
と
は
薬

も
と
も
と
は
薬
。
中
国
か
ら
伝

来
し
滋
養
強
壮
や
健
康
の
た
め

の
薬
だ
っ
た
が
、
14
世
紀
に
は

庶
民
に
も
普
及
し
嗜
好
飲
料
と

し
て
発
展
し
た
。

品
種
改
良

茶
の
木
の
優
良
品
種
が
掛
け

合
わ
さ
れ
、か
つ
直
射
日
光
を

あ
て
ず
熟
成
さ
せ
る
日
本
独

特
の
栽
培
法
に
よ
り
う
ま
み

や
甘
味
が
増
幅
し
て
い
る
。

茶
銘

茶
葉
は
各
茶
舗
で
ブ
レ
ン
ド

さ
れ
、茶
人
や
高
僧
等
が
命
名

し
た
銘
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

末
尾
に「
昔
」や「
白
」が
つ
く
こ

と
が
多
い
。

石川県内の主な茶道流派と門人石川県内の主な茶道流派と門人

裏千家 淡交会 石川支部
石川南支部

2300
500

表千家 同門会 県支部 784

宗和流 宗和会
中島宗和会

145

宗徧流 金沢支部
加賀支部

110

遠州流 金沢支部
金沢兼六支部
山中支部
能登支部

80

大日本茶道学会 金沢支部 30

皇風煎茶礼式 石川弘風会 100

煎茶道松月流 北陸支部 90

竹渓会

抹茶というおいしい発明抹茶というおいしい発明

しつらい

元
々
は
日
常
的
な
も
の
が
、茶
人
の
見
立

て
で「
茶
道
具
」と
さ
れ
た
。掛
軸
を
主
と

し
、茶
席
の
テ
ー
マ
や
季
節
に
応
じ
て
取

り
合
わ
さ
れ
る
。流
派
に
よ
る
好
み
が
あ

り
、道
具
の
来
歴
等
に
よ
っ
て
は
美
術
品

と
し
て
特
別
な
価
値
を
持
ち
、権
力
や
名

誉
の
象
徴
に
も
な
る
。

よそおい

抹
茶
を
点
て
る
手
順
と
所
作
を
様
式
美
に

高
め
た
も
の
。「
た
だ
湯
を
わ
か
し
飲
む
ば

か
り
」で
あ
る
が
、家
元
・
流
派
に
よ
っ
て

美
意
識
が
違
い
、そ
れ
が
所
作
に
表
れ
て

い
る
。現
在
1
0
0
に
及
ぶ
流
派
が
あ
り
、

道
具
や
季
節
等
に
応
じ
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
生
ま
れ
る
ほ
か
、時
代
と
と
も
に
新
た

に
編
み
出
さ
れ
る
点
前
も
あ
る
。

ふるまい

石
川
県
で
お
茶
を
嗜
む
人
は

石
川
県
で
お
茶
を
嗜
む
人
は

二
七
〇
〇
〇

二
七
〇
〇
〇
人
※

お
り
、

お
り
、

人
口
比
で
は
全
国
一
位
。

人
口
比
で
は
全
国
一
位
。

様
々
な
流
派
が
あ
る
も
の
の
、

様
々
な
流
派
が
あ
る
も
の
の
、

皆
ど
こ
に
魅
了
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
？

皆
ど
こ
に
魅
了
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
？

お
茶
の
特
徴
と

お
茶
の
特
徴
と

金
沢
の
茶
道
界
を
み
て
み
よ
う

金
沢
の
茶
道
界
を
み
て
み
よ
う
。

※
 

総
務
省
2
0
1
6
年
統
計
調
査

数寄者達8人の会員制の会。現在は大島宗翠
氏、谷村庄市氏ほか岡能久氏、那谷寺木崎馨
山住職らが参加。

楽友会
数寄者12名が集う100年以上の歴史ある会。
月1度会員が席主を務め、作家、職人、美術商
が流派を超えて所属。

隆茗会
月心寺の月釜で知られる会員制の会。千仙叟
の月命日である毎月23日に釜が掛かり、90年
を超える歴史を持つ。

遊心会
・

一心塾

裏千家淡交会石川青年部を卒業したOBが集
う会。中心的人物は、遊心会は岡能久氏、一心
塾は大樋陶冶斎氏。

金沢の茶道金沢の茶道

金沢の茶道の流れ金沢の茶道の流れ

参考「千利休居士四百年遠忌 うめかおる その二」出版：社団法人茶道裏千家淡交会石川支部  1990/9、「北國文華 第80号（2019夏）特集：茶都 金沢の底力」 出版：北國新聞社出版局 
2019/6/1（石川県の主な茶道流派と門人及び金沢の会員制茶会の出典）
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流
派
と
い
う

多
様
性

流
派
と
い
う

多
様
性

点
前
の
リ
ズ
ム

点
前
の
リ
ズ
ム

茶
の
湯
を
大
成
し
た
と
さ
れ
る
千
利

休
の
子
孫
で
あ
る
三
千
家
の
流
派
、

な
ら
び
に
分
岐
を
し
た
流
派
。

千
家
系
・

非
千
家
系

千
利
休
の
教
え
を

起
点
と
し
な
が
ら
、

点
前
は
千
家
系
と

非
千
家
系（
武
家

系
）に
大
別
で
き
る
。

茶
道
に
流
派
あ
り
。「
た
だ

湯
を
わ
か
し
茶
を
飲
む
ば
か

り
」
で
あ
る
筈
な
の
に
、
流

派
そ
れ
ぞ
れ
の
美
意
識
に
基

づ
き
ル
ー
ル
（
所
作
）
が
異

な
る
。
そ
の
多
様
性
と
広
が

り
を
み
て
み
よ
う
。

な
ら
び
に
分
岐
を

千
利
休
の
子
千
道
安
を
系
譜
に
、金

森
宗
和
を
流
祖
と
す
る
流
派
。

千
家
系
の
中
で
も
、千
宗
旦
の
弟
子

山
田
宗
徧
流
祖
と
す
る
流
派
。

古
田
織
部
の
弟
子
で
あ
る
小
堀
遠
州

を
流
祖
と
し
武
家
社
会
を
中
心
に
広

ま
っ
た
流
派
。

点
前
は

変
化
す
る

16
世
紀
か
ら
今
日

ま
で
茶
道
が
存
続

し
て
い
く
た
め
、各

流
派
の
点
前
は
大

な
り
小
な
り
変
化

を
遂
げ
て
き
た
。

男
女
で
違
う

所
作

挨
拶
や
帛
紗
の
位

置
等
男
女
で
点
前

が
異
な
っ
た
り
、男

性
の
み
に
許
さ
れ

た
奥
義
が
存
在
し

た
り
多
様
な
流
派

が
あ
る
。

千
利
休

千
利
休

千
少
庵

千
少
庵

織
田
有
楽

織
田
有
楽

織
田
頼
長

織
田
頼
長

織
田
長
好

織
田
長
好

織
田
貞
置

織
田
貞
置

有
楽
流

有
楽
流

南
坊
宗
啓

南
坊
宗
啓

南
坊
流

南
坊
流

細
川
三
斎

細
川
三
斎

一
尾
伊
織

一
尾
伊
織

織
部
流

織
部
流

上
田
宗
箇

上
田
宗
箇

小
堀
遠
州

小
堀
遠
州

上
田
流

上
田
流

遠
州
流

遠
州
流

稲
葉
正
喬

稲
葉
正
喬

三
斎
流
・
一
尾
流

三
斎
流
・
一
尾
流

古
田
織
部

古
田
織
部

藪
内
紹
智

藪
内
紹
智

藪
内
流

藪
内
流

千
宗
旦

千
宗
旦

千
宗
左

千
宗
左
（
江
岑
）

江
岑
）

千
宗
室

千
宗
室
（
仙
叟
）

仙
叟
）

〔
二
代
略
〕

〔
二
代
略
〕

千
宗
左
（
如
心
斎
）

千
宗
左
（
如
心
斎
）

千
宗
左

千
宗
左
（

啄
斎
）

啄
斎
）

表
千
家
流

表
千
家
流

〔
八
代
略
〕

〔
八
代
略
〕

千
宗
室
（
円
能
斎
）

千
宗
室
（
円
能
斎
）

川
上
不
白

川
上
不
白

江
戸
千
家
各
流

江
戸
千
家
各
流

久
田
宗
利

久
田
宗
利

藤
村
庸
軒

藤
村
庸
軒

山
田
宗
徧

山
田
宗
徧

松
尾
宗
二

松
尾
宗
二

久
田
流

久
田
流

庸
軒
流

庸
軒
流

宗
徧
流

宗
徧
流

松
尾
流

松
尾
流

千
宗
守

千
宗
守
（
一
翁
）

一
翁
）

武
者
小
路
千
家
流

武
者
小
路
千
家
流

千
道
安

千
道
安

桑
山
宗
仙

桑
山
宗
仙

金
森
可
重

金
森
可
重

片
桐
石
州

片
桐
石
州

金
森
宗
和

金
森
宗
和

石
州
流

石
州
流

宗
和
流

宗
和
流

千
宗
室

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

淡
々
斎
）

裏
千
家
流

裏
千
家
流

田
中
仙
樵

田
中
仙
樵

大
日
本
茶
道
学
会

大
日
本
茶
道
学
会

茶
の
湯
の
系
譜

茶
の
湯
の
系
譜         

         

は
師
弟
関
係
、

は
師
弟
関
係
、          

          

は
親
子
関
係
を
示
す
。

は
親
子
関
係
を
示
す
。

帛紗を腰に付け点前を始めるため、まず一礼。

お茶を点てるために、水指・茶碗・茶杓・棗・
建水などを手前座（客前）に運ぶ。

茶筅を振り抹茶を点てる。よく泡立てるか否か
は流派により考え方が異なる。

流
派
の
違
い
が

出
や
す
い
仕
草

A
礼

拳
を
畳
に
付
け
る
、拳
を

畳
に
付
け
る
、指
先
を
畳

に
付
け
る
、膝
頭
を
抱
え

る
な
ど
5
つ
に
類
型
化
で

き
る

B
茶
碗
の
仕
込
み
方

茶
碗
の
中
の
茶
筅
・
茶
杓

の
向
き
が
3
つ
に
類
型
化
で

き
る

C
帛
紗
の
位
置

付
け
る
位
置
が
右
腰
・
左

腰・懐
中
な
ど
4
つ
に
類
型

化
で
き
る

D
柄
杓
の
構
え
方

柄
杓
を
構
え
る
合
の
向
き

が
右
向
き
・
自
分
向
き
・
上

向
き
な
ど
3
つ
に
類
型
化

で
き
る

流
派
の
違
い
が

出
や
す
い
仕
草

A
礼

拳
を
畳
に
付
け
る
、拳
を

畳
に
付
け
る
、指
先
を
畳

に
付
け
る
、膝
頭
を
抱
え

る
な
ど
5
つ
に
類
型
化
で

き
る

B
茶
碗
の
仕
込
み
方

茶
碗
の
中
の
茶
筅
・
茶
杓

の
向
き
が
3
つ
に
類
型
化
で

き
る

C
帛
紗
の
位
置

付
け
る
位
置
が
右
腰
・
左

腰・懐
中
な
ど
4
つ
に
類
型

化
で
き
る

D
柄
杓
の
構
え
方

柄
杓
を
構
え
る
合
の
向
き

が
右
向
き
・
自
分
向
き
・
上

向
き
な
ど
3
つ
に
類
型
化

で
き
る

点前のお仕舞いの礼。

腰の帛紗を使い道具改めて清め、茶碗・茶筅・棗な
どを定座（各流派により考え方が異なる）に置く。

茶碗・茶筅・棗などを帛紗や水で清め、持って帰る。

も
っ
と
も
シ
ン
プ
ル
な
「
風

炉
薄
茶
運
び
点
前
」
で
抹
茶

を
点
て
る
場
合

礼 運
び
出
し

茶
を
立
て
る

礼

清
め・点
て
ほ
ぐ
し

仕
舞
い

AA

b

BB

CC

DD

c

d

a

A

B

or

C

D

A

B

C

D

A

B

C

D

A

B

C

D

帛紗

柄杓

廣
田
吉
崇「
お
点
前
の
研
究
ー
茶
の
湯
44
流
派
の
比
較
と
分
析
」

発
行
大
隅
書
店
P
16
の
図
を
基
本
に
一
部
改
変
し
た
。

WHAT’S TEA?

1

3

5

2

4

6

a
千
家
系

a 

千
家
系

b
宗
和
流

b 

宗
和
流

c
宗
徧
流

c 

宗
徧
流

d
遠
州
流

d 

遠
州
流
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床
か
ら
庭
へ
の
広
が
り

床
か
ら
庭
へ
の
広
が
り

加
賀
藩
の
工
芸
の
技

加
賀
藩
の
工
芸
の
技

成
巽
閣
茶
会

成
巽
閣
茶
会

出
典「
千
利
休
居
士
四
百
年
遠
忌
う
め
か
お
る
そ
の
二
」P
20
加
賀
の
茶
人

と
茶
室
／
牧
孝
治
出
版
：
社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
川
支
部  

1
9
9
0
／
9

参考 金沢美術青年会創立50周
年記念誌 「石川・富山の近代茶
道ー入札会と数寄者ー」

表
千
家
六
代
・
原
叟
宗
左
の
好
み
で
あ
る
踏
込
床
「
原
叟
床
」

で
あ
り
、
楊
枝
柱
等
、
床
の
間
と
茶
室
内
、
土
縁
そ
し
て
庭

ま
で
が
一
体
化
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
細
部
ま
で
配
慮
さ

れ
て
い
る
。

明治維新後、国の管理を経て
1870年から1908年まで県の
所有となる。博覧会、博物館、学
校等として利用される。1874
年には豪商木谷藤十郎らによ
る金沢博覧会の会場に。

1863年、13代藩主斉泰が母
のために建立。工芸職人の高い
技術と母への心配りを随所に
感じられる、安らぎの建築が
完成する。

1909年大正天皇の北陸訪問
の際、県は成巽閣を前田家に
返還し、宿泊所とされる。玄関
や表門等大改装が行われる。

1932年開催の「産業と観光の
博覧会」を記念し、33日間に
渡り大茶会が開催。市内の主
な近代数寄者が席主となる。

1983年に旧国宝指定。成巽
閣の管理は公爵前田家育徳
財団、のち前田育徳会と委託。
前田家の実家であり疎開先と
なった。

戦後独立採算制を取り、茶会
や式場に貸出された。成巽閣
保存会、財団法人成巽閣を経
て2012年に（公財）成巽閣の
管理となる。

完
成

藩
か
ら
官
へ

博
覧
会
・
博
物
館

成
巽
閣
茶
会

国
宝
指
定

重
文
指
定

再
び

前
田
家
へ

公
益
財
団
法
人
へ

「謁見の間」の欄間は、御細工所の名工、
武田友月の作と伝わる。寿帯鳥に椿、梅
の意匠の透かし彫りに極彩色が宿る。

ウルトラマリンブルーの壁。他にも白群青、
朱色、紫色、鉄砂など多様な色壁が取り合
わされ、1日の空色を表彰したとの説もある。

1949年管理が財団法人前田
育徳会へ。1950年文化財保護
法による重要文化財に指定。

1
9
3
2
年
4
月
11
日

よ
り
33
日
間
、成
巽
閣

で
大
茶
会
が
開
催
さ

れ
た
。満
州
事
変
の
約

半
年
後
、金
沢
初
の
観

光
を
意
識
し
た「
産
業

と
観
光
の
大
博
覧
会
」

開
催
の
記
念
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、委

員
長
の
青
木
外
吉
を

は
じ
め
越
沢
宗
見
ら

が
開
催
に
尽
力
し
た
。

成
巽
閣
は
1
8
6
3
年
、
13

代
藩
主
斉
泰
が
母
真
龍
院

の
た
め
に
、
竹
沢
御
殿
の

一
部
を
移
し
巽
御
殿
と
し

て
建
て
た
も
の
。
建
立
当

初
は
1
，5
0
0
坪  （
今
は
約

5
0
0
坪
）で
、
1
階
は
武

家
書
院
様
式
、
2
階
は
数

奇
屋
風
書
院
造
り
、
一
つ

の
棟
に
二
つ
の
建
築
様
式

が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
幕

末
の
大
名
建
築
と
し
て
は

貴
重
な
建
物
だ
。

巽
御
殿
造
営
時
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
茶
室

「
清
香
軒
」と
、清
香
書
院
か
ら
望
む「
飛
鶴
庭
」。

3
畳
台
目
の
小
さ
な
空
間
に
、
深
い
軒
下
と

幅
広
い
土
縁
が
L
字
に
広
が
る
。
床
面
と
フ

ラ
ッ
ト
な
床
の
間
か
ら
細
部
ま
で
工
夫
さ
れ
、

庭
ま
で
の
連
続
性
が
あ
る
。
ゆ
っ
た
り
と
時

を
感
じ
ら
れ
る
空
間
に
、
斉
泰
の
美
意
識
と

母
へ
の
気
遣
い
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

成
巽
閣
の
歴
史

第
1
回
本
多
男
爵

第
2
回
中
島
徳
太
郎

第
3
回
石
黒
伝
六

第
4
回
杉
野
甲
午
郎

第
5
回
八
日
市
屋
清
太
郎

第
6
回
山
川
庄
太
郎

第
7
回
岡
伊
作

第
8
回
素
谷
篤
爾

第
9
回
村
彦
兵
衛

第
10
回
岡
本
吉
次
郎

第
11
回
美
術
商
幹
事
役

合
同
席
主

WHAT’S TEA?

清香書院から茶室と飛鶴庭を眺める

第7回岡伊作 会記表紙

床の畳と床の間が段差なくフラットに設計される

成
巽
閣
と

成
巽
閣
と

清
香
軒

清
香
軒
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2  

現
場
の
人
は
ど
う
働
い
て
い
る
の
か
？

工
芸
の
支
え
手
は
、
も
の
づ
く
り
を
行
う
作
家
だ
け
で
は
な
い
。

職
人
や
メ
ー
カ
ー
、
施
工
業
社
、
機
構
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
人
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

現
場
の
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

秋
明
菊
／
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
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|  

共
栄
セ
ラ
ミ
ッ
ク
さ
ん
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

元
々
は
主
に
瓦
の
釉
薬
を
作
っ
て
販
売
し
て
い

る
会
社
で
し
た
。
父
の
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
現
在

は
個
人
向
け
の
電
気
窯
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
や
修

理
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

瓦
の
釉
薬
は
、
ボ
ー
ル
ミ
ル
と
い
う
機
械
の
中

に
原
料
な
ど
を
入
れ
て
20
時
間
、
一
晩
以
上
回
し

ま
す
。
そ
こ
で
粉
砕
と
混
合
を
し
て
フ
ィ
ル
タ
ー

プ
レ
ス
と
い
う
機
械
で
絞
っ
て
残
っ
た
粉
体
が
釉

薬
に
な
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
籠
の
中
に
い
れ
て
天

日
干
し
に
し
、
乾
い
た
ら
パ
ッ
キ
ン
グ
し
て
送
っ

て
い
ま
す
。

10
年
以
上
前
は
約
2
0
0
ト
ン
く
ら
い
で
、

釉
薬
だ
け
で
全
然
や
っ
て
い
け
た
ん
で
す
が
、

年
々
瓦
用
の
釉
薬
の
販
売
は
減
っ
て
い
て
。
昔
は

10
件
以
上
あ
っ
た
の
で
す
が
…
県
内
で
残
っ
て
い

る
瓦
メ
ー
カ
ー
は
1
つ
だ
け
。

　

瓦
屋
さ
ん
に
釉
薬
だ
け
で
な
く
窯
の
炉
材
も
販

売
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
瓦
屋
さ
ん
自

体
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
同
じ
炉
材
を
扱
う

の
は
何
か
な
と
考
え
て
、
九
谷
焼
の
窯
な
ど
を
修

理
し
て
い
こ
う
と
自
分
の
代
か
ら
や
り
始
め
た
ん

で
す
。|  

も
と
も
と
瓦
向
け
釉
薬
を
作
っ
て
い
た
の
に
、

陶
芸
用
釉
薬
を
製
造
・
販
売
す
る
の
で
は
な
く
電
気

窯
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

瓦
と
違
っ
て
や
き
も
の
の
釉
薬
と
な
る
と
難
し

く
て
…
削
っ
て
乾
燥
し
て
、
最
後
に
釉
薬
を
か
け

て
焼
く
け
ど
、
そ
の
釉
薬
が
だ
め
だ
っ
た
ら
全
部

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。
九
谷
焼
の
産
地
で
は
昔

か
ら
そ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
結
構
あ
っ
た
の
で
、

や
き
も
の
の
釉
薬
は
や
ら
な
い
方
が
い
い
と
笑
。

九
谷
焼
は
窯
元
さ
ん
も
窯
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
焼
き
方
が
違
い
ま
す
。
窯
の
特
性
や

焼
き
方
を
踏
ま
え
て
釉
薬
を
調
合
し
て
い
た
お
店

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
は
そ
こ
ま
で
は
難
し

い
、
と
い
う
か
出
来
な
い
で
す
ね
。　

|  

沢
田
さ
ん
の
代
か
ら
電
気
窯
を
作
っ
た
り
修

理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ

の
技
術
自
体
は
ど
こ
で
学
ば
れ
た
の
で
す
か
？

　

ほ
と
ん
ど
独
学
で
す
ね
。
卯
辰
山
工
芸
工
房
に

専
門
員
と
し
て
戸
出
雅
彦
さ
ん
が
い
た
平
成
6
年

頃
か
ら
出
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
窯
の
修
理
や

炉
材
の
販
売
を
し
な
が
ら
そ
の
構
造
を
研
究
し
ま

し
た
。
作
家
さ
ん
の「
窯
を
こ
う
使
い
た
い
」と

い
う
思
い
や
要
望
に
合
わ
せ
た
窯
を
提
案
が
で
き

る
の
が
う
ち
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
か
ね
え
。

　

注
文
の
割
合
は
、
今
は
半
分
以
上
が
ガ
ラ
ス
の

陶
芸
・
ガ
ラ
ス
作
家
を
支
え
る

沢
田
滋
（
共
栄
セ
ラ
ミ
ッ
ク
）
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電気窯制作中の様子

瓦の釉薬

沢田さん、工場入り口にて

電
気
窯
で
す
。
ガ
ラ
ス
工
芸
専
門
の
窯
メ
ー
カ
ー

は
数
社
し
か
な
い
ん
で
す
よ
。
う
ち
は
よ
く
卯

辰
山
工
芸
工
房
や
富
山
の
ガ
ラ
ス
工
房
に
行
っ

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
り
注
文

を
い
た
だ
き
ま
す
。
陶
芸
の
窯
は
関
東
、
関
西
、

岐
阜
、
愛
知
に
も
専
門
で
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
競
争
が
激
し
く
て
。
や
き
も
の
が
強
い

産
地
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
零
細
な
規
模
で
は

あ
り
ま
す
が
、
窯
を
修
理
し
た
り
作
っ
た
り
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

|  

個
人
作
家
に
は
ど
ん
な
電
気
窯
が
人
気
な
の

で
し
ょ
う
？

　
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、よ
く
あ
る
オ
ー

ダ
ー
は
燃
費
が
良
く
て
使
い
や
す
い
も
の
で
す
。

　

つ
い
最
近
、
ガ
ラ
ス
作
家
の
有
永
浩
太
さ
ん
が

考
案
さ
れ
た
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
有
永
さ
ん
、
設
計
は
こ
ち
ら
で
し
て
る
ん

で
す
が
、
そ
の
溶
解
炉
が
欲
し
い
と
い
う
方
が
す

ご
く
増
え
て
い
て
、
今
年
に
入
っ
て
有
永
さ
ん
タ

イ
プ
も
含
め
て
10
基
は
納
め
て
い
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
の
窯
は
、
火
を
と
め
る
と
一
回
開
い
て

壺
を
交
換
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
が
、
有
永

タ
イ
プ
の
も
の
は
そ
れ
が
簡
単
に
で
き
る
し
火
の

消
し
方
に
よ
っ
て
は
壺
を
交
換
し
な
く
て
も
あ
る

程
度
使
え
て
耐
久
性
が
あ
る
ん
で
す
。

　

こ
れ
を
有
永
さ
ん
が
雑
誌
で「
魔
法
の
溶
解

炉
」と
紹
介
さ
れ
て
い
て
…
何
故
こ
れ
が
人
気
な

の
か
わ
か
ら
ず
に
作
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、「
そ
れ
で
か
」と
よ
う
や
く
理
解
で
き

ま
し
た
。

|  

い
ま
ま
で
あ
っ
た
中
で
思
い
が
け
な
い
オ
ー

ダ
ー
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

作
家
さ
ん
も
こ
だ
わ
っ
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

色
々
情
報
を
仕
入
れ
な
が
ら
、
作
家
さ
ん
の「
こ
う

し
た
い
」「
あ
あ
し
た
い
」が
実
現
す
る
よ
う
に
窯

を
作
っ
て
い
く
の
は
楽
し
い
反
面
し
ん
ど
い
で
す
。

　

以
前
東
京
藝
術
大
学
に
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
用
の

電
気
炉
を
入
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先

生
に「
窯
の
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が
華
奢
だ
よ
ね
」と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
も
す
ご
く
興
味
を
持
っ
て
見
て

る
。
こ
ち
ら
と
し
た
ら
耐
火
度
に
し
っ
か
り
合
っ

て
て
、
挙
動
的
に
も「
使
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
こ
と
も
、
作
家
さ
ん
か
ら

す
る
と「
見
た
目
も
大
事
」「
用
と
美
を
兼
ね
備
え

て
い
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」と
。

|  

事
業
を
は
じ
め
た
当
初
と
現
在
で
な
に
か
違

い
を
感
じ
ま
す
か
？

　

個
人
作
家
さ
ん
は
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
機
関
が
増
え
て
、
卒
業
後
修
行
し
て
、
自

分
の
工
房
を
持
ち
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い

ま
す
ね
。
現
に
瓦
の
釉
薬
が
売
上
の
割
合
の

1
0
0
％
だ
っ
た
頃
と
比
べ
る
と
、
窯
の
注
文
の

量
は
す
ご
く
増
え
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
だ
け
で
な
く
、
こ
ち
ら
の
教
育
機
関
を

卒
業
し
て
全
国
に
行
っ
た
人
か
ら
注
文
を
い
た
だ

く
の
で
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
北
海
道
や
九
州
、
大

分
、
鹿
児
島
な
ど
に
納
め
ま
し
た
。
去
年
は
パ
ラ

オ
共
和
国
か
ら
注
文
も
あ
っ
て
。
そ
れ
は
兵
庫
県

三
田
市
と
パ
ラ
オ
が
姉
妹
都
市
ら
し
く
、
三
田
市

の
付
き
合
い
の
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
工
房
の
方
か
ら
紹

介
で
オ
ー
ダ
ー
頂
き
ま
し
た
。

　

石
川
県
が
藩
政
の
頃
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
工

芸
、
な
か
で
も
九
谷
焼
は
、
経
済
ベ
ー
ス
で
見
る

と
超
ニ
ッ
チ
な
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
、
こ
う
や
っ

て
関
わ
ら
せ
て
も
ら
え
て
い
る
の
は
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

|  

今
後
、
沢
田
さ
ん
が
作
っ
て
み
た
い
窯
は
あ

り
ま
す
か
？

　

今
作
っ
て
み
た
い
の
は
ピ
ザ
窯
で
す
ね
笑
。
ま

だ
作
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
う
つ
わ
を
作
る
窯
と

温
度
が
全
然
違
い
ま
す
が
、
高
い
温
度
を
基
準
に

す
れ
ば
低
い
も
の
も
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
…
以
前「
移
動
で
き
る
窯
は
な

い
の
」と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
に
積
ん
で
、
他
の
場
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

す
る
と
い
う
発
想
ら
し
く
て
。
お
金
が
あ
れ
ば
、

10
t
ト
ラ
ッ
ク
を
1
台
買
っ
て
、
荷
台
に
発
電
機

や
溶
解
炉
を
積
ん
だ
ら
実
現
可
能
か
と
。
ノ
マ
ド

ワ
ー
カ
ー
と
か
っ
て
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
景
色
を

み
な
が
ら
仕
事
を
し
ま
す
よ
ね
。
作
家
さ
ん
は
こ

も
っ
て
や
る
人
が
多
い
け
ど
、
例
え
ば
海
や
山
の

緑
を
見
な
が
ら
仕
事
を
し
た
ら
、
環
境
に
よ
っ
て

作
る
も
の
も
変
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
山
の
綺

麗
な
と
こ
ろ
や
海
の
見
晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
、

工
房
に
な
り
得
る
よ
う
な
移
動
式
の
ト
ラ
ッ
ク
。

１
週
間
と
か
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
み
た
い
に
し
て
も
良

い
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
す
る
よ
う

な
感
じ
で
、
面
白
い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
る

ガ
ラ
ス
作
家
さ
ん
に「
こ
の
案
ど
う
？
」と
聞
い

た
ら「
俺
は
い
い
」と
遠
慮
さ
れ
ま
し
た
笑
。

沢
田
滋（
さ
わ
だ
・
し
げ
る
）

平
成
2
年
名
古
屋
商
科
大
学
卒
業
。
松
村
物
産
(株
)に
5

年
間
勤
め
た
後
、
共
栄
セ
ラ
ミ
ッ
ク
(株
)に
入
社
。
平
成

15
年
か
ら
現
職
に
就
く
。
趣
味
は
釣
り
、
三
線
、
ス
ポ
ー

ツ
観
賞
。
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|  

新
木
さ
ん
は
金
沢
市
の
工
芸
に
長
年
関
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
工
芸
志
望

だ
っ
た
ん
で
す
か
？

　

い
え
、
元
々
は
金
融
機
関
に
い
ま
し
た
。
大
手

の
金
融
系
の
一
つ
に
就
職
し
た
ん
で
す
。
銀
行
業

務
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
こ
と
に
従
事
し
て
い
て

…
そ
の
時
の
仕
事
に
楽
し
さ
を
見
出
せ
ず
、
公

務
員
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
受
験
者
は
全
体
で

1
0
0
名
以
上
い
た
け
ど
、
そ
の
中
の
女
性
採

用
は
当
時
2
名
。
幸
運
に
も
そ
の
一
人
に
な
り

ま
し
た
。
金
沢
市
役
所
に
入
っ
て
、
観
光
政
策

課
、
生
涯
学
習
課
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

2
0
0
4
年
か
ら「
工
業
振
興
課
」の
中
に
新
設

さ
れ
た「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
振
興
室
」に
配
属

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後「
ク
ラ
フ
ト
政
策
推
進

課
」補
佐
か
ら
課
長
、
そ
し
て
所
管
す
る
営
業
戦

略
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
…
た
ま
た
ま
そ
う
い

う
道
を
歩
ん
だ
と
い
う
か
。
ほ
と
ん
ど
は
長
く
て

５
、６
年
で
全
然
違
う
部
署
へ
の
異
動
が
あ
る
。

で
も
な
ぜ
か
ず
っ
と
い
た
ん
で
す
、
工
芸
の
と
こ

ろ
に
。
こ
う
し
て
、
私
は
心
か
ら
工
芸
が
好
き
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

|  

0
0
年
代
以
降
は
工
芸
管
轄
の
課
は
随
分
動

き
が
活
発
で
す
ね
。
流
れ
を
教
え
て
頂
け
ま
す
か
？

　

経
済
産
業
省（
当
時
は
通
商
産
業
省
）が
生
活

と
密
着
し
た
あ
ら
ゆ
る
文
化
を「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」と
言
っ
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
受
け
金

沢
市
が
2
0
0
4
年
に「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
都

市
宣
言
」を
し
た
ん
で
す
。
そ
の
宣
言
後
に
で
き

た
の
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
振
興
室
、
2
0
0
5

年
に
は
任
意
団
体
の
金
沢
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
創

造
機
構
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
振
興
室
に
い
た
当

時
、
金
沢
市
工
芸
協
会
等
の
事
務
局
も
兼
ね
て
い

た
ん
で
す
が
、
工
芸
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
？
み
た
い

な
抵
抗
や
悩
み
は
あ
り
ま
し
た
…

　

で
も
結
局
、
2
0
0
9
年
に
市
が
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ク
ラ
フ
ト
の
分
野
で
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

「
ク
ラ
フ
ト
」へ
政
策
転
換
し
工
芸
中
心
の
課
に

な
り
ま
し
た
。

　

振
興
室
で
は「
お
し
ゃ
れ
メ
ッ
セ
」と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
し
て
い
て
、
地
元
の
生
地
を
使
っ
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
し
た
り
、
ユ
ー
ミ
ン
が

加
賀
友
禅
の
着
物
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
り
。
市

民
が
持
っ
て
い
る
加
賀
友
禅
を
募
っ
て
一
同
に
展

示
し
た
の
も
こ
の
時
な
ん
で
す
が
、
と
っ
て
も
心

に
残
っ
て
い
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
に
は「
生
活
工
芸
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
、
ガ
ラ
ス
作
家
の
辻
和
美
さ
ん
プ
ロ

作
家
を
支
援
す
る  

新
木
伊
知
子
（
金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
）
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デ
ュ
ー
ス
で
展
覧
会
や
広
坂
の
実
験
シ
ョ
ッ
プ
も

や
り
ま
し
た
ね
。

　

そ
し
て
2
0
1
1
年
に
金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
創
造
機
構
に
改
編
、
2
0
1
4
年
に
社
団
法

人
化
し
ま
し
た
。
一
番
大
き
な
変
化
は
、
売
上
を

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
。
工
芸
っ
て
普
通
に
も
の
だ
け

作
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す

沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
の
理
事
長
で
あ

る
福
光
さ
ん
も
、
養
成
機
関
を
経
て
ど
う
や
っ
て

独
り
立
ち
す
る
の
が
一
番
大
事
と
言
っ
て
い
ま

す
。
銀
座
の
金
沢
で
修
了
生
等
を
集
め
て
の
企
画

展
は
機
構
が
請
け
負
っ
て
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

フ
ァ
ン
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す
ね
。
大
き
な
オ
ブ

ジ
ェ
を
出
し
て
も
な
か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
が
、
売

れ
な
い
か
ら
外
す
と
い
う
の
は
違
う
と
思
っ
て
ま

す
。
作
家
か
ら
出
展
料
は
と
ら
な
い
し
、
委
託
販

売
も
常
識
の
範
囲
内
で
や
っ
て
い
ま
す
。

|  

ど
う
い
う
作
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
か
？

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
使
え
る
も
の
か
な
。
食
器

は
大
量
生
産
も
の
を
全
部
捨
て
ま
し
た
。
全
て
手

作
り
の
器
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
ア
ク
セ
サ

リ
ー
が
好
き
。

　

た
い
し
た
料
理
を
作
ら
な
く
て
も
、
お
気
に

入
り
の
器
に
ち
ょ
こ
っ
と
載
せ
る
だ
け
で
数
倍

美
味
し
く
見
え
る
し
、
工
芸
を
暮
ら
し
に
取
り

入
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
生
活
が
豊
か
に
な
る
。
気

に
入
っ
た
の
を
買
う
の
で
い
い
、
自
分
だ
け
の

贅
沢
で
い
い
ん
で
す
。

|  

今
後
ど
う
い
う
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
、
と

い
う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
？

　

金
沢
市
は
文
化
支
援
の
面
で
は
有
名
で
、
大
学

研
究
者
や
他
市
町
村
の
人
が
政
策
に
つ
い
て
よ

く
聞
き
に
来
ま
す
。
金
沢
っ
て
工
芸
家
に
は
優
し

い
の
で
、
移
住
し
て
く
る
子
も
い
る
し
。
け
れ
ど

も
支
援
を
本
当
に
求
め
て
る
人
の
と
こ
ろ
に
行
き

渡
っ
て
る
か
と
い
う
と
難
し
い
面
も
あ
る
か
な
。

　

例
え
ば
工
房
開
設
事
業
の
補
助
金
が
あ
る
ん
だ

け
ど
、
里
山
地
域
と
金
沢
市
中
心
部
市
街
地
だ
け

で
全
市
エ
リ
ア
が
対
象
じ
ゃ
な
い
。
当
初
が
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業
だ
っ
た

か
ら
な
ん
だ
け
ど
、
何
回
も
エ
リ
ア
拡
大
を
お
願

い
し
た
け
ど
無
理
で
し
た
。

　

街
な
か
で
も
、
元
々
や
っ
て
た
の
を
継
承
す
る

な
ら
い
い
け
ど
、
新
し
く
作
る
の
は
許
可
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
。
用
途
地
域
に
よ
っ
て
消
防
法
上

の
規
制
が
厳
し
い
と
か
。
金
沢
に
工
房
を
持
ち
た

い
と
思
っ
た
時
点
で
場
所
も
含
め
て
相
談
さ
れ
た

ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

|  

計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
、

と
相
談
を
迷
う
作
家
も
い
そ
う
で
す
。

　

ハ
ー
ド
ル
高
い
か
な
？
具
体
的
じ
ゃ
な
く
て
も

気
軽
に
来
て
欲
し
い
で
す
。
そ
う
や
っ
て
遠
慮
し

て
補
助
を
逃
す
の
は
残
念
な
話
だ
か
ら
、
上
手
い

こ
と
利
用
し
て
欲
し
い
か
な
。

　

残
念
な
が
ら
工
房
開
設
事
業
は
機
構
管
轄
で
は

な
い
け
れ
ど
、
市
の
職
員
も
在
籍
し
て
る
の
で
、

相
談
が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
も
勉
強
し
て
臨
み
ま
す

よ
。
私
た
ち
は
制
度
の
利
用
を
勧
め
た
り
、
発
信

よ
ね
。
文
化
と
経
済
は
両
輪
で
す
。

　

同
年
オ
ー
プ
ン
し
たdining gallery

銀
座
の

金
沢
も
、色
々
関
わ
る
中
で
出
て
き
た
発
想
で
す
。

2
0
1
5
年
に
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
、
2
時
間

半
で
金
沢
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
常
に
作
家

を
紹
介
で
き
る
拠
点
が
東
京
に
あ
れ
ば
、
そ
こ
で

金
沢
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
知
っ
て
も
ら
っ
て
、「
金

沢
に
行
き
た
い
」と
な
れ
ば
良
い
な
と
。

|  

歴
史
あ
り
で
す
ね
。
こ
こ
2
0
年
？
で「
工

芸
」や「
作
家
」の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　

最
初
に
工
芸
の
仕
事
を
始
め
た
時
は
、
伝
統
工

芸
が
中
心
で
し
た
。
で
も
金
沢
美
術
工
芸
大
学
や

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
な
ど
研
修
所
施
設
が
出
来

て
、
今
で
は
工
芸
と
い
っ
て
も
色
々
な
作
品
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
同
じ
手
法
で
も
伝
統
工
芸
か
と
言

わ
れ
る
と
そ
う
で
も
な
く
、
ア
ー
ト
志
向
も
い
れ

ば
、
生
活
に
根
差
す
も
の
を
作
る
人
も
い
て
。

　

伝
統
工
芸
も
そ
う
で
す
け
ど
、
も
の
づ
く
り
だ

け
で
食
べ
て
い
け
る
人
は
一
握
り
で
、
兼
業
を

し
て
い
る
人
も
多
い
。
中
に
は
能
力
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
が
販
売
関
係
を
し
て
自
分
は
制
作
に
勤
し
む

人
も
い
る
。
卯
辰
山
工
芸
工
房
の
川
本
館
長
も
金

おしゃれメッセ（2006） にて市民が持っている加賀友禅を公募・展示

新木さんデスク周辺。作家の作品やDMが並ぶ

の
場
を
提
供
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
法
律
に

よ
っ
て
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
そ
れ
で
も
最
初
か
ら「
で
き
ま
せ
ん
」な
ん

て
今
ま
で
言
っ
て
き
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

　

行
政
は
10
人
い
た
ら
10
人
一
緒
に
や
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
な
の
で「
平
準
化
し
て
や
り
ま
し
ょ

う
」と
い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
そ
れ
だ
と
物
事

は
進
ま
な
い
し
、。
と
に
か
く
人
気
の
あ
る
人
。、

積
極
的
だ
け
ど
芽
が
ま
だ
出
て
な
い
人
、
受
け
身

で
な
か
な
か
売
れ
な
い
人
。
結
構
差
は
あ
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
も
売
れ
る
売
れ

な
い
っ
て
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
。

　

金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
で
は
意
欲

の
あ
る
人
、積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
る
人
に
を
待
っ

て
い
ま
す
。
私
は「
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
い
」と
前

向
き
に
ア
ピ
ー
ル
し
に
来
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
木
伊
知
子（
し
ん
き
・
い
ち
こ
）

金
沢
生
ま
れ
、
金
沢
育
ち
。
長
年
に
渡
り
金
沢
市
役
所
で

工
芸
関
係
の
事
業
に
携
わ
る
。2
0
1
6
年
3
月
経
済
局

営
業
戦
略
部
長
を
最
後
に
金
沢
市
役
所
を
退
職
。2
0
1
6

年
4
月
一
般
社
団
法
人
金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機

構
理
事
兼
事
務
局
長
。
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|  

そ
れ
ぞ
れ
の
、
普
段
の
お
仕
事
の
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

中
野
私
た
ち
は
、
展
示
会
・
見
本
市
・
展
覧
会
・
イ

ベ
ン
ト
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

会
場
設
営
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
っ
た「
空
間
創

造
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

運
営
業
務
や
事
務
局
業
務
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の

業
務
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

金
沢
は
加
賀
友
禅
な
ど
の
繊
維
業
が
盛
ん
な
の

で
、
昭
和
40
年
頃
の
創
立
当
初
は
呉
服
の
展
示
会

が
多
く
、
そ
の
後
は
石
川
県
で
い
う
と
国
体
や
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
建
築
会
社
の
も
と
で
地
鎮
祭
、
竣

工
式
な
ど
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
と
聞
き
ま

す
。
私
が
入
社
し
た
の
は
1
9
9
7
年
で
、
そ
れ

ま
で
は
私
は
全
然
違
う
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
今
の
相
談
役
が
専
務
の
時
に
拾
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
の
組
織
は
、
営
業
部
、
総
務
部
、
デ
ザ
イ

ン
室
の
三
つ
の
部
署
と
東
京
支
社
か
ら
な
り
、
営

業
部
に
木
工
製
作
や
サ
イ
ン
製
作
を
行
う
製
作
部

門
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
部
署
の
括
り
は
あ
り
ま

す
が
、「
全
員
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」と
い
う
感
じ

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
業
務
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
準
備
し

た
り
、
現
場
で
急
な
対
応
が
発
生
し
た
り
す
る
の

で
、
事
業
自
体
の
内
容
や
流
れ
を
的
確
に
把
握
し

て
お
か
な
い
と
き
ち
ん
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
ま
せ
ん
。
打
ち
合
わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
最
後

に
現
場
で
施
工
管
理
を
す
る
と
い
う
流
れ
が
多
い

で
す
。

45

現
場
を
支
え
る

中
野
正
啓
（
ナ
カ
ダ
株
式
会
社
）
×

坪
田
健
二
（
坪
田
電
機
株
式
会
社
）

ト
の
方
が
繊
細
で
す
。
設
営
業
務
を
す
る
に
も
、

慎
重
に
な
る
の
は
現
代
ア
ー
ト
で
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
工
芸
展
も
気
を
使
い
ま
す
が
。

　

展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
比
較
的
に
単
純
な
光

の
作
り
方
で
多
く
を
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
美

術
展
は
、
照
明
が
重
要
な
要
素
の
1
つ
で
す
。
最

後
は
空
間
や
作
品
の
力
も
あ
り
ま
す
が
、
照
明
で

決
ま
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
の
を
感
じ
ま
す
ね
。

坪
田
中
野
さ
ん
に
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
頑

張
ろ
う
と
思
え
ま
す（
笑
）。
海
外
作
家
の
美
術

　

自
分
が
美
術
館
の
仕
事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
2
0
0
5
年
く
ら
い
で
、
ナ
カ
ダ
さ
ん
か

ら「
海
外
の
作
家
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
蛍
光
灯
が

つ
か
な
い
」と
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
現
場
に
行
っ
た
ら
周
波
数
や
電
圧
が
違
っ

て
い
て
、
結
局
日
本
の
も
の
を
つ
け
ま
し
た
。
仕

事
の
現
場
と
し
て
は
金
沢
21
世
紀
美
術
館
が
多
い

で
す
が
、
県
立
美
術
館
や
福
井
の
恐
竜
博
物
館
で

も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
カ
ダ
さ
ん
と
は
、
創
業
者
で
あ
る
私
の
祖
父

と
ナ
カ
ダ
さ
ん
の
創
業
者
の
仲
が
良
く
て
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

|  

美
術
照
明
の
技
術
や
作
家
さ
ん
の
思
い
の
汲

み
取
り
方
は
、
ど
う
学
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

中
野
技
術
研
修
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
限
り
、
作
家
さ
ん
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
思

い
を
勉
強
し
て
、
少
し
で
も
そ
の
思
い
に
近
づ
け

る
よ
う
な
空
間
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
展
覧
会
で
は
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
方
の
ご
指
示
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
忠
実
に

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
ど
う
い
う
意
味
か
」

と
い
う
の
を
知
り
な
が
ら
、
考
え
な
が
ら
や
る
と

い
う
の
が
大
事
で
す
ね
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
お
あ
り

で
し
ょ
う
か
ら
。

坪
田
僕
自
身
も
本
当
は
習
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
暇
が
な
か
っ
た
の
が
実
際
で
す
。
そ
れ
も
ナ

カ
ダ
さ
ん
に「
あ
あ
し
て
」「
こ
う
し
て
」と
言
わ

れ
て
勉
強
し
て
い
き
ま
し
た
。「
来
た
人
が
見
や

す
い
環
境
に
し
よ
う
」と
い
う
の
を
第
一
に
、
後

ろ
か
ら
影
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
跳
ね
返
り
で
眩

し
く
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
色
に
つ

い
て
も
、「
白
が
ほ
し
い
」と
言
う
作
家
さ
ん
に

も
、赤
を
含
め
３
パ
タ
ー
ン
く
ら
い
持
っ
て
い
き
、

「
こ
れ
も
ど
う
で
す
か
」と
提
案
し
ま
す
。
作
家

さ
ん
は
対
応
が
難
し
い
の
で
、
社
員
の
中
で
は
自

分
に
し
か
で
き
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
美
術
展

は
こ
だ
わ
る
人
が
多
く
、
空
間
の
強
弱
や
様
々
な

色
の
空
間
を
望
ま
れ
る
の
で
…
美
術
展
、
特
に
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

|  

美
術
展
と
工
芸
展
だ

と
取
り
組
む
意
識
は
違
い

ま
す
か
？

中
野
美
術
展
と
工
芸
展
の

違
い
で
言
う
と
、
意
外
と

工
芸
は
堅
牢
で
、現
代
ア
ー

坪
田
僕
た
ち
は
美
術
館
に
関
わ
る
電
気
設
備
、

照
明
の
取
り
付
け
や
調
整
を
請
け
負
っ
て
、
会
期

後
の
撤
収
作
業
ま
で
行
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
電
気
配
線
図
な
ど
を
書
い
て
準

備
し
ま
す
。
祖
父
の
代
に
は
一
般
電
気
工
事
と
言

わ
れ
る
住
宅
や
工
場
の
配
線
を
し
て
た
ん
で
す

が
、
そ
の
後
お
客
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
展
示
会
で

全
国
を
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

坪
田
健
二（
つ
ぼ
た
・
け
ん
じ
）

1
9
7
5
年
金
沢
生
ま
れ
。1
9
9
5
年

坪
田
電
機
株
式
会
社
入
社
。
当
時
手
書
き
だ
っ
た
図
面
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
。2
0
0
8
年
、
同
社
取
締
役
へ
就
任
。

2
0
2
0
年
に
は
主
力
商
品
を
す
べ
て
L
E
D
へ
変
更
。

中
野
正
啓（
な
か
の
・
ま
さ
ひ
ろ
）

1
9
6
9
年
金
沢
生
ま
れ
。

1
9
9
6
年
ナ
カ
ダ
株
式
会
社
入
社
。

2
0
2
0
年
同
社

代
表
取
締
役
に
就
任
。

IN
T
E
R
V
IE
W
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館
展
示
の
時
、「
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
が
要
る
」と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
も
の
は
、
ラ
ン
プ
の

熱
を
冷
や
す
た
め
の
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
た
ん
で

す
。
そ
れ
が「
ブ
オ
ー
」と
う
る
さ
い
の
で
、
そ

の
時
に
新
し
い
器
具
を
買
い
ま
し
た
。
照
明
テ
ス

ト
か
ら
電
気
設
備
の
施
工
、
照
明
ま
で
全
部
自
分

で
や
り
、
そ
の
時
は
美
術
館
に
時
間
の
制
限
が
な

く
、
夜
中
ま
で
ず
っ
と
作
業
を
し
て
ま
し
た
。
作

家
さ
ん
に
も「
よ
か
っ
た
」と
喜
ば
れ
、
そ
れ
が

一
番
や
り
が
い
が
あ
っ
た
仕
事
で
す
。

　

最
近
は
電
気
設
備
は
し
ま
す
が
照
明
は
照
明
屋

さ
ん
に
任
せ
て
い
ま
す
。「
自
分
で
や
り
た
か
っ

た
な
」と
思
う
ん
で
す
が
、
仕
事
を
収
め
る
た
め

に
は
仕
方
な
い
で
す
ね
。
呼
ん
だ
方
が
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
く
な
り
ま
す
か
ら
。

|  

お
二
人
は
金
沢
21
世
紀
工
芸
祭
に
趣
都
金
澤

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
趣

都
金
澤
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

中
野
2
0
1
0
年
ご
ろ
、
当
時
の
金
沢
21
世
紀

美
術
館
館
長
の
秋
元
さ
ん
と
の
ご
縁
で
、
か
な
ざ

わ
燈
涼
会
の
展
示
設
営
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
時
に
、
N
P
O
法
人
趣
都
金
澤
の
活
動

に
興
味
を
持
ち
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坪
田
僕
は
青
年
会
議
所（
J
C
）を
卒
業
し
て

か
ら
な
の
で
、2
0
1
5
か
2
0
1
6
年
。
J
C

で
燈
涼
会
を
経
験
し
て
入
り
ま
し
た
。
J
C
が
な

か
っ
た
ら
入
っ
て
た
か
ど
う
か
…
あ
く
ま
で
下
請

け
業
者
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ

ん
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
と
直
接
接
す
る
な
ん
て
考

え
て
も
み
な
か
っ
た
。
作
家
さ
ん
に
名
前
を
覚
え

て
も
ら
う
な
ん
て
。

|  

坪
田
さ
ん
は
、
ご
自
身
で
作
品
を
見
ら
れ
た

り
買
っ
た
り
し
て
い
ま
す
し
ね
。

坪
田
僕
が
買
う
の
は
ガ
ラ
ス
が
多
い
で
す
ね
。

工
芸
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
連
続
で
1
年
に
１
個
は

買
っ
て
ま
す
。
照
明
の
仕
事
に
携
わ
る
の
で
あ
れ

ば
価
値
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て

買
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
J
C
だ
か
ら
買
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
な
ん
で
す

が
、
今
は
好
き
で
買
い
ま
す
。

中
野
私
は
、
鑑
賞
用
よ
り
も
日
常
で
使
う
も
の

が
多
い
で
す
。
九
谷
茶
碗
ま
つ
り
で
購
入
し
た
も

の
や
い
た
だ
き
物
も
あ
り
ま
す
ね
。
主
に
器
系
、

花
瓶
、
置
物
…
そ
う
い
う
も
の
が
日
常
生
活
の
中

に
あ
る
と
豊
か
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
器
は
自
分

が
気
に
入
っ
た
器
だ
と
、
な
ん
で
も
な
い
よ
う
な

料
理
で
も
盛
り
つ
け
れ
ば
美
味
し
く
見
え
ま
す
ね

（
笑
）。

　

か
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
づ
く
り
に
、
木
は

必
須
で
し
た
。

　

今
で
は
身
の
回
り
に
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
樹
脂
製
の
工
業
製
品
が
あ
り
ま
す
。
家
庭

や
オ
フ
ィ
ス
だ
け
で
な
く
、
工
芸
の
工
房
で
も

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
制
作
中
に
一

時
的
に
使
う
ト
レ
イ
、
道
具
入
れ
、
材
料
入
れ
、

運
搬
用
の
ボ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
は
昔
は
木
製
で
し
た
。

　

ボ
ッ
ク
ス
や
ト
レ
イ
の
他
に
も
、
工
芸
の
工

房
の
道
具
や
工
具
に
、木
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
の
棚
、
木
の
作
業
台
、
木
の
枠
、
木
の
蓋
、

木
の
桶
、
木
の
作
業
板
、
木
の
匙
や
へ
ら
等
で

す
。
例
え
ば
、
漆
を
乾
か
す
た
め
の
室
は
、
内

側
を
水
で
湿
ら
せ
る
た
め
、
樹
脂
に
な
り
代
わ

る
こ
と
な
く
現
在
も
木
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
工
芸
で
は
、
特
定
の
工
程
を
す
る
た
め
に

補
助
具
と
な
る
型
や
治
具
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
加
工
の
ガ
イ

ド
と
し
た
り
、
材
を
挟
ん
だ
り
、
角
度
を
つ
け

た
り
、
型
に
合
わ
せ
た
り
、
工
程
一
つ
一
つ
、

各
々
に
対
応
し
ま
す
。
型
や
治
具
の
細
部
は
、

作
家
自
身
が
工
夫
し
て
つ
く
り
上
げ
、
大
事
に

し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
時
に
は
表
に
は
出
て

き
ま
せ
ん
。
木
は
、
作
家
自
身
で
削
っ
た
り
、

足
し
た
り
で
き
ま
す
。
複
雑
な
形
に
も
対
応
で

き
ま
す
。
治
具
パ
ー
ツ
の
位
置
替
え
の
釘
打
ち

や
釘
抜
き
も
容
易
で
す
。
木
は
樹
脂
に
は
取
っ

て
代
わ
れ
な
い
材
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
木
工
は
、
扱
う
サ
イ
ズ
や
加
工
方

法
に
よ
り
職
人（
職
工
）が
分
か
れ
ま
す
。
工

芸
な
の
で
、
土
木
・
建
築
を
除
き
ま
す
が
、
大

工芸家の職人しごと～工芸を支える加賀指物

き
な
棚
は
大
工
、
小
さ
な
棚
物
は
建
具
屋
、
箪

笥
は
箪
笥
屋
、
桶
は
桶
屋
、
椀
状
の
入
れ
物
は

挽
物
屋
、
自
由
な
か
た
ち
を
ノ
ミ
で
彫
る
の
は

彫
刻
師
、
箱
・
抽
斗
・
型
・
治
具
等
の
細
か
い
も

の
は
指
物
屋
の
仕
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
で
も
、
木
工
の
職
人：
大
工・

建
具
職
人・
指
物
師・
挽
物
師・
刳
物
師・
彫
刻
師

が
木
を
加
工
し
、
工
芸
を
支
え
て
い
ま
す
。

加賀指物木工師　青木小波（あおき・こなみ）
金沢市生まれ。金沢美術工芸大学工業デザイン専攻卒業。
建具・加賀指物修行を経て現職。2015年に（株）A.SPACEを開業。

左／金箔の挟み替え時の木箱 右／漆椀を保管する木箱

銀杏材の糸箱と作業箱

展示設営の様子
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3  

平
成
以
降
の
工
芸

改
め
て
、
平
成
以
降
の
工
芸
は

ど
の
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
？

近
年
の
政
治
と
教
育
機
関
の
動
き
や
、

現
在
金
沢
市
を
拠
点
と
す
る
陶
芸
家
向
け
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

そ
の
変
化
を
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
。

水
仙
／
ス
イ
セ
ン

kogei_1108.indd   48-49kogei_1108.indd   48-49 2021/11/11   11:522021/11/11   11:52



1
8

6
8 

 
 

1
8

7
1 

1
8

7
2

  1
8

7
6 

1
8

8
0 

 1
8

8
2 

 1
8

8
7 

1
8

8
9 

1
8

9
0 

1
8

9
8 

　

 1
9

0
9

 1
9

1
4

1
9

1
7

1
9

1
8 

1
9

2
0 

1
9

2
5

1
9

3
1 

 1
9

3
2 

 1
9

3
9 

1
9

4
5

1
9

4
6

明
治
維
新

 
 

廃
藩
置
県
に
よ
り
金
沢
県
へ

県
庁
、美
川
へ・
金
沢
区
方
開
拓
所
設
置

（
の
ち
の
石
川
県
勧
業
試
験
場
）

光
仙
窯
開
窯

兼
六
園
内
に
金
沢
博
物
館
開
館

日
本
武
尊
銅
像
建
立

納
富
介
二
郎
、陶
芸
指
導
に
来
県

金
沢
九
谷
陶
画
工
同
盟
会
結
成

金
沢
区
工
業
学
校（
現
石
川
県
立
工
業
高
校
）創
立

金
沢
に
市
制
が
し
か
れ
る

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
美
術
工
業
が
誕
生

陸
軍
第
九
師
団
を
金
沢
に
設
置　

金
沢
駅
開
業

金
沢
勧
業
博
物
館
、

石
川
県
物
産
陳
列
館
と
改
称

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

大
西
陶
磁
器
顔
料
設
立

金
沢
美
術
倶
楽
部
創
立

物
産
陳
列
館
、石
川
県
商
品
陳
列
所
と
改
称

金
沢
市
意
匠
図
案
研
究
会

（
現
金
沢
市
工
芸
協
会
）発
足

柳
宗
悦「
工
藝
」創
刊

「
産
業
と
観
光
の
大
博
覧
会
」開
催

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

終
戦

第
一
次
石
川
県
立
美
術
館
開
館

石
川
県
美
術
文
化
協
会
設
立

金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
開
校

5051

平
成
以
降
の
金
沢
の
工
芸
と

政
治
の
近
現
代
史

 

工
芸
史
家 

山
崎
達
文

　

工
芸
は
、
平
成
以
降
と
り
わ
け
21
世
紀
に
入
っ

て
新
た
な
様
相
を
見
せ
始
め
た
。
急
速
な
社
会

構
造
の
変
化
は
生
活
と
密
接
す
る
工
芸
に
変
容
を

も
た
ら
し
、
折
し
も
、
美
術
史
研
究
に
よ
る
工
芸

再
検
証
の
高
ま
り
は
、
既
成
の
素
朴
な
価
値
観
に

浸
っ
て
い
た
工
芸
解
釈
に
大
き
な
懐
疑
を
投
げ
か

け
た
。
金
沢
は
工
芸
へ
の
想
い
入
れ
が
夙
に
強

く
、
市
民
の
関
心
も
高
い
土
地
で
あ
り
、
与
え
ら

れ
た
標
題
は
時
宜
を
得
た
検
討
テ
ー
マ
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
難
題
で
、

少
し
は
価
値
あ
る
言
い
分
の
提
示
に
は
、
観
点
を

絞
っ
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
ろ
う
。そ
こ
で
、

金
沢
の
来
し
方
を
概
観
し
て
、
近
代
工
芸
の
生
成

以
来
今
日
に
至
る
事
情
の
な
か
で
、
特
徴
的
と
思

わ
れ
る
性
向
を
二
つ
抽
出
し
て
み
た
。
拙
稿
の
主

旨
で
も
あ
る
そ
れ
ら
概
要
を
先
に
記
せ
ば
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
金
沢
は
明
治
以
降
、
政
府
の
支
援
指
導

を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
前
時
代
の
も
の
づ
く
り

の
力
量
を
継
承
さ
せ
て
、
工
芸
の
近
代
化
を
図
っ

て
き
た
経
緯
に
特
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。次
に
、

高
度
で
華
や
か
な
当
地
の
工
芸
は
、
産
業
の
域
を

超
え
る
強
い
文
化
的
訴
求
力
を
有
し
、
今
日
で
は

行
政
の
商
工
政
策
対
象
と
言
う
よ
り
、
そ
の
好
感

イ
メ
ー
ジ
が
都
市
政
策
の
重
要
な
資
源
と
し
て
積

極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。金
沢
の
工
芸
は
、

各
経
緯
の
な
か
に
、
こ
の
街
な
ら
で
は
の
性
格
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
以
下
に
検

討
し
て
み
る
。

　

工
芸
と
は
、
自
然
素
材
を
加
工
す
る
手
工
業
的

技
能
に
よ
る
も
の
づ
く
り
を
指
す
。
た
だ
、
そ
こ

に
は
地
域
産
業
と
し
て
在
来
し
て
き
た
も
の
と
、

表
現
価
値
を
第
一
義
と
し
て
芸
術
性
を
重
ん
じ
る

も
の
と
が
一
緒
に
括
ら
れ
て
い
る
。
工
芸（
が
指

し
示
す
中
身
）は
、
産
業
性
と
造
形
芸
術
性
と
を

併
せ
持
ち
、
時
に
別
も
の
と
さ
れ
、
時
に
は
な
い

ま
ぜ
に
扱
わ
れ
る
、
解
り
難
い
性
質
を
抱
え
て
い

る
こ
と
を
前
提
に
、
当
地
工
芸
近
代
の
道
程
を
た

ど
っ
て
み
よ
う
。

　
「
明
治
五
年
三
月
、
大
蔵
省
御
用
ニ
付
山
尾
次

六
東
京
ニ
登
リ
御
注
文
被
仰
付
テ
、
曰
、
金
沢
ハ

数
代
象
眼
名
誉
之
国
ニ
テ
、
今
又
、
銅
器
花
生
ニ

象
眼
入
テ
出
来
候
為
ト
被
仰
付
候
也
」（『
金
沢
銅

器
製
造
元
記
』）。
明
治
政
府
か
ら
象
嵌
の
得
意

な
金
沢
に
、
明
治
6
年
開
催
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博

へ
の
出
品
要
請
が
あ
り
、
藩
政
期
の
も
の
づ
く
り

は
、
こ
の
注
文
を
契
機
に
近
代
工
芸
へ
と
脱
皮
、

再
出
発
し
始
め
た
の
だ
っ
た
。
結
果
、
旧
藩
白
銀

師
山
尾
た
ち
工
人
は
、
大
型
の
薄
端（
花
器
）9

対
や
鉢
類
に
指
定
の
象
嵌
意
匠
を
施
し
、
同
6

年
3
月
、
無
事
納
品
し
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
派
遣
さ
れ
た
政
府
官
員
納
富

介
次
郎
は
、
以
降
の
万
博
出
品
や
工
芸
産
業
を
、

図
案
の
調
製
配
布
な
ど
に
よ
っ
て
督
励
指
導
し
た

中
心
人
物
だ
っ
た
と
知
れ
た
の
は
、
平
成
年
代
に

入
っ
て
か
ら
の
工
芸
再
検
証
調
査
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
納
富
は
明
治
15
年
、
農
商
務
省
地
方
巡
回
教

師
と
し
て
来
県
、
逗
留
し
た
金
沢
を
拠
点
に
旺
盛

な
指
導
を
行
い
、
同
19
年
に
も
来
沢
、
翌
20
年
金

沢
区
工
業
学
校
を
創
設
し
て
校
長
に
就
き
、
当
地

の
工
芸
産
業
振
興
に
功
績
の
高
か
っ
た
こ
と
は
良

く
知
ら
れ
る
。
彼
は
、
在
来
産
地
に
合
理
的
分
業

体
制
を
敷
き
、
製
品
製
造
の
量
産
化
、
産
業
化
の

基
盤
構
築
を
図
ろ
う
と
す
る
勢
力
の
中
に
い
た
能

吏
で
あ
っ
た
。
動
力
も
機
械
も
未
整
備
な
時
代
、

納
富
の
工
芸
振
興
に
寄
せ
る
公
利
的
信
念
は
、
維

新
以
来
ひ
た
す
ら
富
国
強
兵
を
目
指
し
た
明
治
日

本
の
悲
願
と
重
な
っ
て
い
た
。

　

金
沢
が
新
生
政
府
か
ら
技
に
長
け
た
名
誉
之
国

と
一
目
置
か
れ
た
の
は
、
層
の
厚
い
工
芸
技
能
蓄

積
の
賜
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
田
家
一
統
は
東
京

に
移
り
、
武
家
の
需
要
が
支
え
た
仕
事
も
寂
れ
る

ば
か
り
で
、
金
沢
が
納
富
に
工
芸
振
興
の
策
を
託

し
た
の
は
、
浅
か
ら
ぬ
機
縁
も
手
伝
っ
た
自
然
の

成
り
行
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
践
型

官
吏
の
納
富
は
、
在
来
技
術
の
近
代
化
を

目
指
す
地
方
主
義
と
で
も
言
う
べ
き
理
念

の
具
現
化
を
、
金
沢
で
展
開
し
た
の
だ
っ

た
。
金
沢
は
当
初
か
ら
中
央
官
界
と
結
び

つ
い
て
、
以
降
も
東
京
と
の
関
係
深
く
支

援
指
導
を
仰
ぐ
姿
勢
が
顕
著
で
、
金
沢
と

納
富
と
の
関
わ
り
は
、
そ
の
象
徴
的
動
向

で
あ
っ
た
。
以
来
、
納
富
の
足
跡
の
影
響

は
長
く
続
き
、
例
え
ば
、
創
設
し
た
工
業

学
校
か
ら
は
多
く
の
東
京
美
術
学
校
進
学

者
が
途
切
れ
な
く
排
出
し
て
、
後
年
、
金

沢
に
出
向
き
工
芸
指
導
に
尽
力
し
た
者
は

少
な
く
な
い
。
昭
和
前
期
に
は
、
美
術
行

政
官
僚
で
も
あ
っ
た
正
木
美
術
学
校
校
長
も
定

期
的
に
来
沢
、最
新
の
工
芸
情
報
を
も
た
ら
し
、

金
沢
は
常
に
中
央
の
動
静
に
接
し
続
け
て
い

た
。

　

ま
た
敗
戦
直
後
、
金
沢
市
が
美
術
工
芸
専

門
学
校
の
開
校
に
及
ん
だ
の
は
、
工
業
学
校

の
存
在
実
績
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
だ
っ
た

だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
美
術
専
門
学
校

と
し
て
の
設
置
申
請
が
美
術
工
芸
専
門
学
校

と
な
っ
て
認
可
さ
れ
て
き
た
謎
も
、
少
し
は
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金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
開
所

金
沢
工
芸
大
賞
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン
開
始

〈
金
沢
世
界
都
市
構
想
〉策
定

世
界
工
芸
都
市
宣
言

金
沢
職
人
大
学
・
金
沢
市
民
芸
術
村
開
館

金
沢
創
造
都
市
会
議
／
金
沢
学
会
開
催

金
沢
21
世
紀
美
術
館
開
館

金
沢
フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
創
造
機
構
創
設

希
少
伝
統
工
芸
専
門
塾
開
講

金
沢
創
造
都
市
推
進
委
員
会
発
足

ユ
ネ
ス
コ「
ク
ラ
フ
ト
創
造
都
市
」に
認
定

〈
金
沢
市
も
の
づ
く
り
基
本
条
例
〉制
定

世
界
工
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
初
開
催

フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
創
造
機
構
、

金
沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
に
改
編

北
陸
新
幹
線
、金
沢
ま
で
開
通

KO
G
EI A

rt Fair Kanazaw
a

初
開
催

金
澤
町
家
職
人
工
房
開
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

国
立
工
芸
館
開
館

5253

解
消
す
る
。
東
京
と
京
都
の
美
術
学
校
と
は
別
し

て
、
国
は
金
沢
に
、
地
域
工
芸
振
興
の
専
門
教
育

も
す
べ
し
と
、
背
を
押
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
初
代
学
校
長
は
、
東
京
美
術
学
校
教
授

だ
っ
た
森
田
亀
之
助
に
託
さ
れ
て
い
る
。

　

納
富
と
金
沢
の
関
係
に
か
こ
つ
け
て
概
観
し
た

よ
う
に
、
専
ら
武
家
社
会
に
息
づ
い
て
い
た
金

沢
の
工
芸
が
維
新
後
は
政
府
の
意
向
に
従
い
、
官

の
支
援
指
導
を
求
め
た
の
は
、
前
時
代
、
仕
事
は

藩
の
監
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
遠
因
の
一
つ
だ
ろ

う
。
金
沢
は
自
ら
仕
事
の
領
域
を
拡
げ
て
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
才
覚
を
発
揮
す
る
機
運
に
薄
く
、
機
械

生
産
型
に
転
換
し
て
い
く
業
態
を
持
た
ぬ
ま
ま
、

近
代
工
業
の
創
出
都
市
と
は
な
ら
ず
、
高
度
な
手

技
を
伝
え
て
今
に
至
り
、
工
芸
都
市
の
途
を
た

ど
っ
た
。
東
京
、
京
都
と
違
い
、
加
賀
金
沢
の
工

芸
は
、
い
つ
も
与
え
ら
れ
て
成
り
立
つ
少
々
過
保

護
な
環
境
に
あ
っ
た
と
思
し
く
、
納
富
の
奮
闘
に

も
係
わ
ら
ず
、
職
能
の
可
能
性
を
能
動
的
に
発
展

さ
せ
よ
う
と
す
る
気
概
に
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
に

映
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
金
沢
の
工
芸
は
政
府
や
中
央
機
関

の
支
援
指
導
に
恃
む
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
こ
と

を
見
て
き
た
。
工
芸
が
国
富
の
要
だ
っ
た
20
世
紀

に
入
る
頃
ま
で
、
た
の
み
の
狙
い
は
ひ
と
え
に
産

業
的
振
興
に
あ
っ
た
。
し
か
し
以
降
は
、
芸
術
と

し
て
の
自
律
的
創
作
指
向
も
高
ま
り
、
産
業
で
あ

り
芸
術
で
も
あ
る
両
義
性
が
顕
著
に
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
21
世
紀
、
平
成
を
経
て
、
工
芸
の
意

味
や
価
値
は
さ
ら
に
多
様
性
を
拡
げ
始
め
て
い

る
。
工
業
生
産
の
拡
張
が
国
の
成
長
を
支
え
て
い

た
時
代
の
終
焉
は
、
工
業
都
市
と
は
な
ら
な
か
っ

た
金
沢
の
都
市
政
策
に
、
工
芸
の
持
つ
人
く
さ
さ

を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
活
か
し
反
映
さ
せ
る

機
会
の
到
来
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　

市
制
1
0
0
周
年
目
の
平
成
元

年
、
金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
は
産

業
性
を
指
向
し
な
い
工
芸
機
関
と

し
て
、
作
家
養
成
を
主
目
的
に
設

け
ら
れ
た
。
金
沢
が
産
業
の
進
展

に
懸
命
だ
っ
た
時
代
か
ら
1
世
紀
、

金
沢
市
は
、
工
芸
の
造
形
芸
術
性

に
焦
点
を
あ
て
た
施
策
を
展
開
し

始
め
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
21
年

開
校
の
金
沢
美
術
工
芸
大
学
は
当

初
、
陶
磁
、
漆
工
、
金
工
科
を
置
き
、

後
に
染
織
を
加
え
た
工
芸
専
攻
を

平
成
8
年
ま
で
産
業
美
術
学
科
に

据
え
て
、
形
式
的
と
は
言
え
産
業

の
名
を
残
し
て
い
た
。
従
っ
て
工

芸
工
房
は
、
産
業
性
は
棚
上
げ
し

て
工
芸
の
芸
術
的
性
向
の
文
化
的

発
揚
を
、
地
域
に
活
か
そ
う
と
目
指
す
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
市
は
工
芸
の
時
代
動
向
に

は
無
頓
着
だ
っ
た
も
の
の
、
工
芸
工
房
を
企
画
部

局
に
創
り
、
優
れ
た
当
地
の
工
芸
と
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
体
制
を
、
全
国
に
先
駆

け
て
整
備
し
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。

　

工
芸
工
房
開
設
か
ら
既
に
30
余
年
、

今
ま
た
国
立
工
芸
館
が
開
館
し
て
、
金

沢
は
工
芸
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
性
格
を

ま
す
ま
す
高
め
、
一
段
と
工
芸
の
街
の

自
負
を
高
め
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
し

か
し
実
態
は
産
業
的
工
芸
生
産
は
年
ご

と
に
減
ず
る
一
方
に
あ
り
、
上
向
く
こ

と
は
も
う
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
金
沢

の
工
芸
に
そ
ん
な
気
配
を
覚
え
る
こ
と

が
少
な
い
の
は
、
こ
の
地
の
工
芸
は
一

品
制
作
に
近
く
、
商
品
と
言
う
よ
り
作

品
的
性
格
が
強
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

金
沢
ら
し
い
印
象
の
濃
い
金
箔
も
、
最

大
の
需
要
先
で
あ
る
仏
壇
業
界
の
縮
小

が
製
造
を
激
減
さ
せ
て
い
て
、
同
様
な

例
は
枚
挙
に
暇
な
く
、
産
業
性
を
帯
び

る
工
芸
の
現
況
は
危
機
的
状
況
の
な
か

に
あ
る
。
金
沢
市
や
石
川
県
は
、
今
も

工
芸
産
業
の
支
援
に
厚
い
と
は
言
え
、
職
能
が
無

く
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
維
持
に
汲
々
と
し
て
い
る

よ
う
で
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。
一
方
、
金
沢
に
数
多

い
作
家
に
よ
る
芸
術
的
仕
事
は
、
こ
の
先
も
ま
ず

廃
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
工
芸
の
両

義
性
は
、
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
内
情
を
抱
え

て
い
る
実
態
が
あ
る
。
で
は
さ
て
、
金
沢
の
工
芸

は
こ
う
し
た
情
況
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
こ
と

が
、
今
後
の
価
値
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

今
日
、
工
芸
は
モ
ノ
と
し
て
で
は
な
く
、
ソ
フ

ト
と
し
て
文
化
的
歴
史
的
属
性
を
喧
伝
す
る
扱

い
が
盛
ん
で
あ
る
。
政
府
主
導
で
展
開
し
始
め
た

文
化
財
の
観
光
的
活
用
推
進
に
も
似
て
、
工
芸
体

験
、
工
房
見
学
、
教
養
講
座
等
々
、
工
芸
品
需
要

が
滅
ず
る
な
か
、
工
芸
の
情
報
だ
け
が
消
費
対
象

と
な
っ
て
い
る
観
が
強
い
。
し
か
し
留
意
す
べ
き

は
、
産
業
で
あ
れ
芸
術
で
あ
れ
、
振
興
の
要
は
、

工
芸
の
知
的
情
報
や
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
小
手
先

で
消
費
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
購

い
、
使
い
鑑
賞
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ

が
行
政
の
施
策
で
あ
る
な
ら
、
特
に
産
品
の
支
援

に
は
、
少
な
く
と
も
購
入
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

喚
起
す
る
知
恵
や
工
夫
を
伴
う
企
画
で
あ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

山
崎
達
文（
や
ま
ざ
き
・
た
つ
ふ
み
）

１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。
勤
め
を
辞
し
て
金
沢
美
術
工

芸
大
学
(漆
芸
)入
学
。同
大
学
院
修
了
。卯
辰
山
工
芸
工
房
、

金
沢
美
大
等
を
経
て
金
沢
学
院
大
学
教
授
。
工
芸
史
・
博
物

館
学
等
を
担
当
。
現
在
同
大
名
誉
教
授
。
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Q11.

金沢市から制作に関し、
助成や支援を
受けたことがありますか？

Q10.

今後将来的にどこで
発表活動して
いきたいですか？
（複数回答）

金沢を拠点に制作を
始めた時と現在で、
アトリエは変わっていますか？

Q9.
Q12.

Q13.
変わっていない  35.7%

ない  

42.9%
ある  

67.9%

受けようと思ったが受けられなかった   3.6%

1度ある

35.7%

金沢市まちなか→
金沢市郊外

 14 .3%

金沢市まちなか→
近隣市町村

     17. 9 %

金沢市郊外→
金沢市まちなか

 10.7 %

近隣市町村→
金沢市まちなか

 7.1 %

金沢市郊外→
近隣市町村

 3. 6 %

近隣市町村→
金沢市郊外

 3. 6 %

※ 近隣市町村‥津幡、内灘、能美、小松、富山など

金沢卯辰山工芸工房→
金沢市郊外

 3. 6 %

2度以上ある

17.9 % 市内でレンタル

14.3%

自宅外アトリエ

 8 (28.6%)

教育機関・職場

 7 (25%)

オブジェ
12

(42.9%)

酒器
10

(35.7%)

茶器
9

(32.1%)

近隣市町村でレンタル

7.1%

自宅外アトリエ 7.1%
陶芸教室 3.6 %

13（46.4%）

11（ 39.3%）

10（ 35.7%）

14（ 50%）

8（ 28.6%）

4（ 14.3%）

7（ 25%）

7（ 25%）

5（ 17.9%）

金沢で活動することに、特に
影響しているのは何ですか？
（複数回答）

活動をする上で現在必要だと
感じる支援は？（複数回答）

自然やまちなど魅力を
感じる環境があった

1（ 3.6%）

1（ 3.6%）

金沢を拠点に制作を始めた
きっかけは何ですか？（複数回答）Q8.

Q1.

現在制作はどこでしていますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

Q2.

自宅に窯はありますか？Q3.

材料はどこで
買っていますか？
（複数回答）

実際に金沢を拠点に活動している陶芸家は
どのような制作環境にあるのか？

その実態をアンケートで聞いてみた。
（アンケート募集期間：2021年9月7日～29日）

陶芸家アンケート 2021Q4.

金沢市主催のイベントに
参加し作品発表を
したことがありますか？

Q6.

主にどこで発表活動を
していますか？（複数回答）Q5.

東海 6 ( 21.4%)

関西 5 (17.9%)

日本 6 ( 21.4% )

海外 7 ( 25% )

東京圏
5 (17.9%)

金沢市外、北陸 7 ( 25% )

金沢を拠点に制作をして
何年ですか？Q7.

売上や発表機会がある

窯を持つまでレンタル
できる施設があった事

制作環境が確保できた

原料などが調達しやすい

行政からの援助や
市民の理解がある

人的ネットワークがある

金沢にある
学校・施設に
進学したため

食器

23
（82.1%）

出身が金沢だから 9（32.1%）

仕事の関係 7（25%）

知人の紹介や仲介 2 ( 7.1% )

まちが気に入ったため 2 ( 7.1% )

知人の紹介や仲介 1 ( 3.6% )

日本 19（67.9%）

海外 19（67.9%）
金沢市 11（39.3%）

関東圏 7（25%）
関西 1 ( 3.6% )

東海 0 ( 0%)

石川県内 21（75%）
日本国内 18（64.3%）

金沢市  2 ( 7.1% )

海外  1 ( 3.6% )

愛知県瀬戸市  1 ( 3.6% )

1回ある 7.1%

2回～5回ある 39.3%
5回以上ある 21.4%

18（ 64.3%）

13（46.4%）

10（35.7%）

6（ 21.4%）

6（ 21.4%）

8（ 28.6%）

石川県外の工芸や日本の工芸史の知識、学習機会の支援
／トラブル相談窓口／各種事務へのサポートや相談
／コンペが増えるといいなと思います

展覧会用作品／縁起物置物／花器
／洗面鉢、表札、照明／造形                               1 ( 3.6% )

レンタル            5 (17.9% )

陶芸教室            1 (3.6% )

金沢市

23（82.1%）

ない
32.2%

ある

67.8%

5年以上 71.2%

3年～5年 17. 9% 1～ 3年    3.6%

1年未満    7.1%

陶芸で何を中心に制作・
発表をしていますか？
（複数回答）

16
（35.7%）

金
沢

拠
点

自宅兼
アトリエ

17
（60.7%）

ギャラリーやディレクターと知り合う機会

作品発表や販売機会

アトリエ開設への助成、紹介

実験的な取組への支援

法律、労務、税務の相談支援

コンペ等の活動に必要な情報提供

行政や企業と知り合う機会

作家と知り合う機会

制作のサポートとなる専門家紹介
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4  

金
沢
 21
世
紀
工
芸
祭
2
0
2
1

2
0
2
1
年
11
月
 26
・
27
・
28
日
の
3
日
間
に
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
る

「
金
沢
21
世
紀
工
芸
祭
2
0
2
1
」の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

期
間
中
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
茶
会
展
示
も
あ
り
、

改
め
て
じ
っ
く
り
と「
金
沢
と
工
芸
」を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。

56

茶
／
チ
ャ
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な
ぜ
金
沢
は
他
で
も
な
く

工
芸
だ
っ
た
の
か
？

ま
ち
な
か
に
ひ
そ
む
の
工
芸

ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
、冊

子
と
ツ
ア
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

工
芸
を
支
え
て
き
た
政
治
、

教
育
機
関
、そ
し
て
市
井
の

人
々
を
物
語
り
な
が
ら
、そ

の
環
境
を
見
つ
め
ま
す
。

Kanazawa Mirai Chakai

Shuzen Shokusai

EXHIBITION 2

金沢の茶の湯を育んできた方々の言葉や、
過去の資料などを紐解き、当地に息づく文
化の奥深さを紹介します。

日程 11/26 金 ～11/28 日
時間 10時～16時　入場無料
会場 旧中村邸

LECTURE

茶の湯研究者である廣田吉崇氏の講演会
を開催。流派の系譜やそれぞれの違い、茶
道の変化についてお話し頂きます。

日程 11/27土 14時～ 参加無料・要予約
講師 廣田吉崇（茶の湯研究者）
会場 里見町APARTMENT 303

EXHIBITION 1  

「時間と寸法」に着目し、茶道の時間、そして
茶人が目指すお茶の寸法を映像作家のさ
わひらき、映像ワークショップとともに映像
インスタレーションで表現します。

作家 さわひらき、映像ワークショップ
日程　11/26 金 ～ 11/28 日
時間　10時～20時　入場無料 
会場　里見町APARTMENT 303

ONLINE

工芸スポット紹介

市内の工芸ゆかりのスポット
約10箇所に提灯を設置し紹
介します。スタンプを集めて全
部巡った方にはオリジナル手
ぬぐいを抽選でプレゼント！

INTERVIEW

工芸祭ウェブサイトと冊子「土に紐づく」にて
取材記事を紹介します。

料理屋と道具▶ 浅田屋×石黒商店、
 大友楼、つば甚
道具の修繕 ▶ 山本清芳堂（表具師）

協力　金沢芽生会

工
芸
は
そ
の
土
地
の
素
材
に

よ
っ
て
も
の
を
作
る
、原
初

的
な
技
術
で
す
。今
回
は
山

で
の
土
採
集
か
ら
土
づ
く

り
、穴
窯
で
の
焼
成
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
昔
な
が
ら
の

陶
芸
体
験
を
提
供
し
ま
す
。

藩
政
期
よ
り
金
沢
で
は「
茶

道
」が
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。為
政
者
、数
寄
者
そ
し

て
女
性
と
、時
代
の
う
ね
り

の
中
で
担
い
手
が
変
化
し
つ

つ
も
、幅
広
い
階
層
の
人
々

が
集
ま
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
美

を
共
有
す
る「
場
」と
し
て
機

能
し
て
き
た
の
で
す
。  

今
年
の
金
沢
み
ら
い
茶
会
で

は
今
回
の
た
め
に
制
作
し
た

映
像
展
示
と
流
派
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
ー
、そ
し
て
金

沢
の
茶
の
湯
を
育
ん
で
き
た

方
々
の
言
葉
や
過
去
の
資

料
等
を
展
示
し
ま
す
。

冊子「土に紐づく」制作

5000部限定にて、「金沢21世
紀工芸祭2021」全体の参照
となる冊子を無料配布します。

配布先 金沢市内各所

Kanazawa Mirai Kogei-bu

W
S
完
成
品
は

11
／
26
金
〜
28
日
に

金
沢
ア
ー
ト
グ
ミ
ホ
ワ
イ
エ
に
て

展
示
・
引
き
渡
し
し
ま
す
。

WO RKS HOP 土採集から焼成まで

要予約  満席となりました

第1回 土採集｜10/2 土
第2回 うつわ制作｜10/9 土
第3回 穴窯焼成見学｜11/6 土
定員 親子向け5組10名
協力 戸出雅彦、吉村安司、
 金沢卯辰山工芸工房

TOUR ガイドと赴く、工芸タイムトラベル

参加無料・定員7名・要予約
11/3より申込開始 
所要時間 約1時間半
※工芸祭ウェブサイトよりお申込み下さい

11/26 金
県立工業高校、九谷光仙窯 13時～
11/27 土
宝円寺、月心寺 13時～
11/28 日
大西陶磁器顔料跡 10時～
11/28 日
金沢区方開拓所跡、成巽閣 13時～

工芸タイムトラベル「歴史と信仰の巡礼ルート」イラスト：chisako tabuchi EXHIBITION 1｜協力  成巽閣

卯辰山の原土浅田屋 ×石黒商店

金沢みらい茶会
Kogei Kairo

工芸回廊

ット
し紹
て全
ル手
ト！

金沢みらい工芸部趣膳食彩
金
沢
の
大
事
な
工
芸
の
支
え

手
の
1
つ
に
、料
理
屋
が
あ

り
ま
す
。彼
ら
は
代
々
道
具・

古
美
術
を
所
有
し
、食
事
の

器
や
空
間
に
使
い
続
け
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
は
道
具
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
維
持
管

理
を
行
う
道
具
屋
等
で
す
。

激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
な

が
ら
、料
理
屋
に
ま
つ
わ
る

「
工
芸
」が
ど
の
よ
う
に
変
化

を
し
て
き
た
の
か
、様
々
な

食
の
風
景
の
中
に
存
在
す
る

工
芸
と
、工
芸
作
家
だ
け
で
は

な
い
、工
芸
の
流
れ
の
1
つ

を
紹
介
し
ま
す
。
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6061

浅
田
屋
さ
ん
で
の
石
黒
さ
ん
の
役
割

土
屋　

う
ち
で
も
、
か
つ
て
は
お
道
具
屋
さ

ん
と
連
携
し
て
道
具
の
維
持
管
理
や
季
節
毎

の
し
つ
ら
え
を
お
願
い
し
て
い
た
の
で
す

が
、
僕
の
父
の
代
か
ら
そ
れ
を
し
な
く
な

り
、
自
分
た
ち
で
全
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
点
、
石
黒
さ
ん
と
浅
田
屋
さ
ん

は
今
で
も
関
係
を
し
っ
か
り
続
け
て
い
ら
っ

商
売
と
し
て
の
関
係
を
一
歩
超
え
た「
金
沢

の
文
化
を
守
る
同
志
」の
よ
う
な
感
覚
で
す
。

管
理
も
全
て
こ
ち
ら
で
は
で
き
な
い
の
で
、

本
当
、
大
事
な
存
在
で
す
。

代
々
受
け
継
が
れ
る
関
係
性

土
屋　

そ
も
そ
も
浅
田
さ
ん
が
石
黒
さ
ん
と

お
付
き
合
い
さ
れ
る
い
き
さ
つ
は
何
だ
っ
た

ん
で
し
ょ
う
？

石
黒　

浅
田
さ
ん
の
お
祖
父
様
が
根
っ
か
ら

の
お
道
具
好
き
で
、
私
の
祖
父
と
馬
が
合
っ

た
み
た
い
で
そ
れ
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
す

ね
。
聞
い
た
話
な
の
で
す
が
、
私
の
祖
父
は

浅
田
屋
さ
ん
へ
い
つ
も
朝
風
呂
に
入
り
に

い
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
笑

て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
曽
祖
父
や
祖
父
の

世
代
が
買
い
揃
え
た
も
の
を
大
切
に
使
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
石
黒
さ
ん
と
浅
田
屋
さ
ん
の

ご
関
係
は
と
て
も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

料
理
屋
に
受
け
継
が
れ
る
道
具

土
屋　

代
々
の
お
道
具
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と

が
、
金
沢
の
老
舗
の
強
み
で
す
よ
ね
。
自
分

で
主
体
的
に「
う
ち
に
は
こ
ん
な
お
道
具
が

あ
り
ま
す
」と
宣
伝
し
て
い
く
こ
と
は
な
い

で
す
が
、
金
沢
に
お
い
て「
工
芸
の
歴
史
が

積
み
重
な
っ
て
い
く
場
所
」で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
若
い
人
た
ち
、
海
外
の
人
た
ち
に
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

浅
田　

昔
あ
る
雑
誌
が「
料
亭
の
お
宝
拝

見
」と
い
う
記
事
を
や
り
た
い
と
言
っ
て
き

た
事
は
あ
る
ん
で
す
が
、「
う
ち
に
こ
ん
な

良
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
」と
い
う
体
で

は
言
わ
な
い
で
す
よ
ね
。
商
工
会
議
所
の

1
0
0
年
以
上
続
く
老
舗
に
よ
る「
金
澤
老

舗
百
年
會
」の
企
画
で
は
展
示
等
で
出
す
こ

と
が
あ
る
く
ら
い
。

土
屋　

そ
れ
は
料
理
屋
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
金
沢
の
1
0
0
年
企
業
が
昔
か
ら
持
っ

金
沢
の
大
事
な
工
芸
の
支
え
手
の
1
つ
に
、料
理
屋
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
代
々
道
具
・
古
美
術
を
所
有
し
、食
事
の
器
や
空
間
の
中
で
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
は
道
具
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
維
持
管
理
を
行
う
道
具
屋
や

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
毎
の
職
人
、修
復
士
等
で
す
。

激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、料
理
屋
周
辺
の「
工
芸
」が
ど
の
よ
う
に

変
化
を
し
て
き
た
の
か
、様
々
な
食
の
風
景
の
中
に
存
在
す
る
工
芸
と
、

工
芸
作
家
だ
け
で
は
な
い
、工
芸
の
流
れ
の
1
つ
を
紹
介
致
し
ま
す
。

新しいと古いを織り交ぜた、
浅田屋らしい器の取り合わせ

部
屋
に
飾
る
作
品
を
吟
味
す
る
2
人

（
左
・
石
黒
さ
ん
、
右
・
浅
田
さ
ん
）

弁柄の赤が華やかな石黒商店外観

石
黒　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
そ
う
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
か
な
、

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
ご
連
絡
し
て
、
お

客
さ
ん
が
い
な
い
時
の
1
〜
2
時
間
で
変

え
て
い
ま
す
ね
。

浅
田　

全
て
の
お
道
具
を
石
黒
さ
ん
で
買
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
の
で
す

が
…
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
は
自
分
た
ち
で
探
す

ル
ー
ト
が
な
い
の
で
、
石
黒
さ
ん
か
ら
正
札

市
に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
り
、
好
み
の
も
の

が
あ
り
そ
う
な
時
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま

す
。
雑
誌
の
取
材
を
受
け
る
時
に
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。
う
つ
わ
の
正
式
な

作
品
名
や
作
家
、
年
代
を
必
ず
尋
ね
ら
れ
ま

す
し
、
箱
書
が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
も

多
い
の
で
、
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
こ

の
組
み
合
わ
せ
で
違
和
感
が
な
い
か
確
認
い

た
だ
い
た
り
。

　

正
札
市
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
感
覚
で
面
白
い

の
で
す
が
、例
え
ば「
1
ヶ
月
に
3
回
も
入
っ

て
く
だ
さ
る
お
客
様
に
同
じ
う
つ
わ
は
出
せ

な
い
」と
い
う
思
い
が
行
く
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
全
て
の
方
が
気
付
く
わ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
け
ど
、「
お
っ
」と
言
っ
て
く
だ
さ

る
お
客
様
も
必
ず
い
ま
す
し
、
毎
回
同
じ
も

の
を
ご
提
案
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

土
屋　

そ
う
い
う
お
料
理
屋
さ
ん
へ
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
的
役
割
も
、
お
道
具
屋
さ
ん
の
役

割
と
し
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
お
客
様
に
深
掘

り
さ
れ
た
時
、「
お
道
具
屋
さ
ん
に
聞
け
ば

わ
か
る
」と
い
う
の
は
大
き
い
。

浅
田　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
石
黒
さ
ん

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
取
材
等
相
談
に
都
度

来
て
く
だ
さ
る
け
ど
お
金
の
請
求
は
な
く
…

そ
の「
悪
い
な
」と
い
う
気
持
ち
が
積
み
重

な
っ
て
い
く
部
分
は
あ
り
ま
す
。
笑

　

正
札
市
に
伺
っ
た
り
、
あ
と
お
店
同
士
の

距
離
も
近
い
の
で
、
た
ま
に
お
客
様
を
石
黒

さ
ん
の
お
店
に
お
連
れ
し
て
買
っ
て
い
た
だ

い
た
り
。
そ
う
い
う
風
に
恩
返
し
も
し
つ
つ
、

浅
田　

え
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

土
屋　

お
じ
い
さ
ま
同
士
の
仲
が
よ
か
っ
た

ん
で
す
ね
。

浅
田　

浅
田
屋
の
各
部
屋
の
入
り
口
に
、
部

屋
の
名
前
を
筆
で
書
い
た
板
が
張
っ
て
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
実
は
あ
れ
も
太
朗
さ
ん
の
お

じ
い
さ
ま
が
書
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、石
亭
に
は
祖
父
が
気
に
入
っ
て
買
っ

た
棟
方
志
功
の
風
神
雷
神
の
屏
風
絵
が
あ
る

ん
で
す
が
、
経
営
が
苦
し
か
っ
た
時
に
手
放

し
て
、
ま
た
経
営
が
良
く
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
石
黒
さ
ん
に
全
国
を
探
し
て
も
ら
っ
て

買
い
戻
し
た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

石
黒　

色
々
探
し
回
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
お

道
具
に
は
そ
う
い
っ
た
流
転
が
あ
り
、
物
語

が
あ
り
ま
す
ね
。
な
か
な
か
元
の
所
有
者
の

手
に
ま
た
戻
る
例
は
多
く
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
け
ど
、
屏
風
絵
は
タ
イ
ミ
ン
グ
も
よ

か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

土
屋　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
今
で
は
祖
父
の

世
代
の
よ
う
に
、
積
極
的
に
道
具
屋
さ
ん
と

情
報
交
換
し
た
り
と
い
う
こ
と
ま
で
は
し
な

い
。
市
内
の
他
の
料
理
屋
で
も
、
僕
ら
の
代
で

バ
ン
バ
ン
お
道
具
を
買
い
換
え
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
既
に
道
具
を
持
っ

て
る
も
の
や
商
売
道
具
を
展
示
す
る
か
ら
出

せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
自

慢
ら
し
く
や
ら
ず
に
…
と
い
う
と
こ
ろ
が
難

し
い
。

石
黒　
「
金
澤
老
舗
百
年
會
」の
浅
田
屋
さ

ん
の
出
品
は
、
リ
ス
ト
の
中
か
ら
女
将
さ
ん

と
私
で
大
体
選
ん
で
浅
田
さ
ん
に
最
終
確
認

を
し
て
も
ら
っ
て
…
い
つ
も
季
節
の
う
つ
わ

や
掛
け
軸
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

浅
田　

本
当
に
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
笑

　

お
道
具
の
こ
と
で
い
う
と
、
料
理
長
の
引

き
継
ぎ
が
あ
っ
た
時
、
新
し
い
料
理
長
は
み

ん
な
蔵
の
中
の
も
の
を
全
部
引
っ
張
り
出
し

て
写
真
を
撮
っ
て
、
い
つ
の
季
節
に
使
う
と

浅田久太
浅田屋
×

石黒太朗
石黒商店

聞き手：
土屋兵衛（金城楼）

Vol. 1         浅田久太（浅田屋）× 石黒太朗（石黒商店）

Vol. 1
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

浅
田　

私
は
先
先
代
か
ら
石
黒
さ
ん
に
ど
っ

し
り
と
頼
っ
て
い
て
、
蔵
の
管
理
や
、
ど
こ

に
何
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
う
ち
の
母
よ

り
と
同
じ
く
ら
い
石
黒
さ
ん
が
ご
存
知
で
す
。

今
の
お
話
の
通
り
、
季
節
ご
と
の
定
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
床
の
間
の
お
軸
の
掛
け
替

え
は
石
黒
さ
ん
に
基
本
お
任
せ
し
て
ま
す
。
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金
沢
の
大
事
な
工
芸
の
支
え
手
の
1
つ
に
、料
理
屋
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
代
々
道
具
・
古
美
術
を
所
有
し
、

食
事
の
器
や
空
間
の
中
で
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
は
道
具
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
維
持
管
理
を
行
う
道
具
屋
や

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
毎
の
職
人
、修
復
士
等
で
す
。

浅
田
屋
さ
ん
と
石
黒
商
店
と
い
う
料
理
屋
と
道
具
屋
の
関
係
以
外
の
、

金
沢
の
老
舗
料
理
屋
に
お
け
る
工
芸
の
歴
史
や
流
れ
を
紹
介
致
し
ま
す
。

大友佐俊
大友楼

鍔正美
つば甚

Vol. 2

料
理
屋
の
変
遷
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
友　

時
代
の
変
遷
に
よ
る
起
伏
に
則
っ

て
、
我
々
料
理
屋
は
商
売
を
色
々
と
変
え
て

き
ま
し
た
。
昭
和
30
年
く
ら
い
ま
で
は
料
理

つ
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が
新
し
く
芽
生
え
た

代
わ
り
に
、
古
く
か
ら
の
宴
会
や
会
合
に
焦

点
を
置
い
た
と
こ
ろ
が
み
ん
な
沈
ん
で
い
っ

た
。

　

料
理
屋
で
生
き
残
っ
た
の
は
結
婚
式
場
な

り
新
し
い
方
に
目
が
い
っ
た
と
こ
ろ
と
、
館

を
き
ち
っ
と
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
店
に

は
保（
も
）つ
理
由
が
あ
る
。
私
の
と
こ
ろ

は
、
料
理
屋
と
駅
弁
の
二
つ
の
車
輪
を
抱
え

と
る
か
ら
、
料
理
屋
が
廃
っ
て
も
、
そ
の
分

駅
弁
で
。
観
光
客
や
旅
客
が
増
え
て
、
車
内

販
売
も
や
っ
て
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鍔　

つ
ば
甚
は
創
業
約
2
7
0
年
。
藩
内
の

重
臣
や
戦
後
G
H
Q
、
文
人
墨
客
な
ど
県

内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
中
で
、
建
築
や
空
間
の
使
わ
れ
方
は
時
代

に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

現
在
金
沢
で
大
き
な
結
婚
式
や
法
事
な

ど
、
百
名
を
超
え
る
宴
会
が
で
き
る
料
理
屋

は
金
城
楼
さ
ん
と
私
ど
も
の
店
だ
と
思
い
ま

す
。2
0
0
畳
ひ
と
つ
づ
き
の
大
広
間
も
あ

り
、
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

1
0
0
人
で
も
そ
れ
ぞ
れ
10
品
お
出
し
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
膳
、
箸
置
き
、
椀
、

机
椅
子
含
め
て
必
要
で
す
の
で
道
具
の
準
備

や
管
理
は
本
当
に
大
変
で
す
。

工
芸
や
道
具
屋
と
の
お
付
き

合
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
友　

昭
和
60
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
道
具
屋

が
、
料
理
屋
な
ど
資
力
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、

「
掛
物
が
あ
り
ま
す
よ
」「
琳
派
が
あ
り
ま
す

よ
」と
出
入
り
し
て
た
ん
で
す
。
で
も
景
気

や
法
整
備
な
ど
時
代
が
変
わ
っ
て
新
し
く
工

芸
品
を
買
い
替
え
る
よ
り
は
、
祖
父
の
時
代

か
ら
の
持
ち
物
を
自
分
た
ち
で
管
理
し
て
、

大
事
に
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
で
し
ょ
う
ね
。

　

道
具
屋
さ
ん
や
料
理
屋
さ
ん
は
目
が
効
か

な
い
と
商
売
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
掛
物
一
つ
で
も
お
客
さ
ん
に
聞
か
れ
る

し
、
季
節
に
よ
っ
て
も
全
然
違
う
。
僕
は
祖

父
か
ら
教
わ
っ
て
、
お
手
入
れ
の
仕
方
か
ら

蔵
の
中
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
ま
で
全

部
わ
か
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
自
分
で
確
か

め
て
、
美
術
館
で
確
か
め
て
、
う
ち
に
あ
る

も
ん
は
偽
物
、
本
物
、
と
か
大
体
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
磁
器
が
ど
う
採
ら
れ

て
加
工
さ
れ
て
ー
そ
こ
か
ら
勉
強
し
て
、
い

ろ
ん
な
も
の
が
相
対
的
に
そ
ん
な
狂
う
こ
と

な
く
判
断
で
き
る
ま
で
30
年
か
か
る
。

鍔　

元
々
は
お
道
具
屋
さ
ん
が
入
っ
て
工
芸

品
の
管
理
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
宴
会

屋
は
す
ご
く
儲
か
っ
て
、
私
の
祖
父
が
一
番

良
い
時
。
陸
軍
第
9
師
団
が
金
沢
に
設
置
さ

れ
、
軍
隊
の
色
々
な
宴
席
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
40
年
く
ら
い
、
川
魚
を
専
門
に

し
た
影
船
や
ゴ
リ
な
ど
の
専
門
店
が
閉
じ
る

中
で
、
台
頭
し
て
き
た
の
が
割
烹
系
。
カ
ウ

ン
タ
ー
か
ら
始
ま
り
料
理
屋
形
式
に
少
し
ず

6263

浅
田
久
太

（
あ
さ
だ
・
き
ゅ
う
た
/
左
）

金
沢
市
生
ま
れ
。1
9
9
5
年
、
株

式
会
社
浅
田
屋
入
社
。
店
長
、
総
支

配
人
な
ど
を
経
て
2
0
1
2
年
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
、
浅
田
屋
16
代

目
と
な
る
。「
金
沢
市
料
理
業
組
合
」

会
長
、「
金
沢
市
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組

合
」理
事
長
な
ど
も
務
め
る
。

﹇
浅
田
屋
﹈金
沢
市
十
間
町
23

asadaya.co.jp/ryokan

石
黒
太
朗

（
い
し
ぐ
ろ
・
た
ろ
う
/
右
）

金
沢
市
生
ま
れ
。
株
式
会
社
石
黒
商

店
4
代
目
代
表
。
主
に
古
美
術
や
茶

道
具
、
近
代
工
芸
や
地
元
と
縁
の
あ

る
作
家
作
品
な
ど
を
取
り
扱
う
。
金

沢
美
術
商
協
同
組
合
理
事（
株
）金

沢
美
術
倶
楽
部
専
務
ほ
か
に
従
事
。

﹇
石
黒
商
店
﹈金
沢
市
十
間
町
53

ishiguroshouten.jp

い
う
こ
と
を
メ
モ
し
て「
う
つ
わ
ブ
ッ
ク
」

の
よ
う
な
も
の
を
作
り
ま
す
。
本
当
は
そ
れ

に
、
作
家
名
と
年
代
と
価
格
を
入
れ
た
い
。

ス
タ
ッ
フ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
が
ど
の
く
ら

い
の
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
。

料
理
屋・
料
理
人
が
求
め
る
道
具

浅
田　

金
沢
は
4
0
0
年
戦
災
に
遭
わ
ず
、

そ
の
間
い
ろ
ん
な
職
人
さ
ん
を
京
都
等
か
ら

招
い
て
育
て
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
で

す
よ
ね
。
う
ち
の
両
親
は
大
樋
さ
ん
の
湯
飲

み
に
福
光
屋
さ
ん
の
お
酒
を
と
っ
て
レ
ン
ジ

で
チ
ン
す
る
ん
で
す
よ
。
地
元
の
人
が
聞
く

と
ど
よ
め
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
金

沢
。
日
常
的
に「
使
う
」「
壊
す
」「
作
る
」が

金
沢
の
工
芸
の
基
本
に
な
る
と
思
っ
て
ま
す
。

土
屋　

戦
後
は
お
料
理
屋
さ
ん
が
お
道
具
屋

さ
ん
の
メ
イ
ン
の
客
層
だ
っ
た
の
が
、
今
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
お
茶
人
さ
ん
。
作
家
た

ち
も
茶
道
具
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

料
理
屋
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
料
理

屋
さ
ん
の
中
が
ど
う
な
っ
て
る
の
か
、
必
要

な
器
は
ど
う
い
う
も
の
か
は
と
く
に
今
の
作

家
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

浅
田　

そ
う
で
す
ね
。
料
理
屋
は
広
間
ベ
ー

ス
で
考
え
る
の
で
、
う
つ
わ
は
ま
ず
あ
る
程

度
数
が
ほ
し
い
で
す
。
20
も
揃
う
古
い
も
の

は
な
か
な
か
な
い
の
で
、
10
が
二
つ
あ
っ
た

ら
交
互
に
使
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今
の
作

家
で
20
、30
と
揃
い
の
も
の
を
作
ろ
う
と
い

う
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。

　

以
前
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
の

新
木
さ
ん
が
若
手
作
家
を
連
れ
て
懐
石
料
理

の
流
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
勉
強
会
を

石
亭
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
て
く

る
う
つ
わ
を
都
度
料
理
長
が
説
明
し
て
、
最

後
に
食
器
庫
に
案
内
し
、
ど
う
保
管
さ
れ
て

る
か
と
い
う
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
込
み

で
。
作
家
に
は「
こ
う
い
う
料
理
に
出
す
か

ら
蓋
付
が
良
い
ん
で
す
ね
」と
か「
縁
が
こ

う
な
っ
て
い
る
と
わ
れ
や
す
い
」と
か
い
う

こ
と
を
実
際
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

石
黒　

い
い
取
り
組
み
で
す
ね
。

浅
田　

そ
う
い
っ
た
う
つ
わ
の
話
で
言
う

と
、
九
谷
焼
に
は
特
別
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
で
す
。

土
屋　

確
か
に
、
全
般
的
に
九
谷
の
割
合
は

多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
お
料
理
を
盛
り

付
け
る
の
が
九
谷
は
難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

実
は
色
絵
よ
り
、
青
磁
、
粉
引
、
京
焼
な
ど

の
色
が
使
い
や
す
い
で
す
し
。

浅
田　

料
理
人
の
思
い
と
作
家
さ
ん
の
思
い

の
す
り
合
わ
せ
を
誰
か
に
し
て
ほ
し
い
な
と

も
思
い
ま
す
。ふ
と
し
た
時
に
料
理
人
が「
こ

れ
使
い
づ
ら
い
」と
言
う
の
を
、
作
家
さ
ん

に
聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
れ
が
ク
リ

ア
に
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
作
家
も
の
を
料
理

屋
で
扱
い
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
し
。

新
し
い
お
料
理
屋
さ
ん
が
絶
対
手
に
入
ら
な

い
も
の
っ
て『
歴
史
』な
ん
で
す
よ
ね
。
中

に
は
、
古
い
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
も
の
を
和
食

の
中
に
上
手
く
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
新
し
く
お
店
を
始
め
る
お
料
理

屋
さ
ん
が
そ
う
い
っ
た
お
店
を
お
手
本
に
し

て
、
最
終
的
に
石
黒
さ
ん
の
よ
う
な
お
道
具

屋
さ
ん
で
買
う
、
と
い
う
工
芸
の
も
つ
時
の

流
れ
が
あ
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
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の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
自
分
た

ち
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

私
も
日
々
忙
し
い
な
か
、
店
に
あ
る
掛
け

軸
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
を
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
て
整
理
し
て
い
き
ま
し
た
。
読
め
な
か
っ

た
字
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
し
、

作
家
さ
ん
や
時
代
背
景
も
覚
え
て
く
る
。
結

婚
し
て
40
年
経
っ
た
今
は
一
覧
に
な
っ
て
い

て
、
季
節
に
合
わ
せ
て
何
を
し
つ
ら
お
う
か

と
い
う
の
は
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
自
分
達

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節
に
こ
れ
は
お

か
し
い
、
と
い
う
道
具
や
工
芸
の
取
り
合
わ

せ
は
気
付
く
人
は
必
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

し
、
お
茶
を
学
ぶ
中
で
そ
の
点
は
勉
強
し
て

い
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

モ
ノ
の
よ
し
あ
し
は
勿
論
目
を
効
か
せ
な

い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
で
も
と
く
に
今
は

辞
典
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
工
芸
の
情
報
が

色
々
出
て
き
ま
す
。
お
道
具
屋
さ
ん
に
毎
回

あ
れ
こ
れ
お
尋
ね
し
な
く
て
も
あ
る
程
度
の

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
な
か
な
か
探
し
て
い
る
け
ど
見
当
た
ら

な
い
道
具
や
工
芸
品
の
手
配
だ
っ
た
り
、
今

あ
る
工
芸
品
の
修
繕
だ
っ
た
り
、
道
具
屋
さ

ん
に
ご
相
談
し
て
う
ま
く
い
く
こ
と
も
多
い

で
す
。
探
し
て
い
た
籠
花
入
も
1
年
か
け
て

見
つ
け
て
頂
い
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
道
具
屋
さ
ん
は
単
純
に
モ
ノ
だ
け

で
は
な
く
、
時
代
背
景
そ
の
も
の
を
管
理
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

お

店

に

あ

る

お

気

に

入

り

の

工

芸

は
？

大
友　

保
管
し
て
い
る
も
の
の
中
で
お
気
に

入
り
な
の
は
、
レ
シ
ピ
や
ね
。
う
ち
に
は
、

料
理
屋
を
始
め
た
幕
末
の
頃
の
、
加
賀
藩
の

料
理
の
手
書
き
の
レ
シ
ピ
、
献
立
集
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
歴
代
の
料
理
頭
が
書
い
た

も
の
で
、「
こ
の
味
噌
は
こ
れ
と
こ
れ
を
合

わ
せ
る
」と
か「
こ
の
食
べ
合
わ
せ
は
ダ
メ
」

と
か
書
き
留
め
て
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
道
具
と
は
違
う
か
も
知
ら
ん
け

ど
、
40
年
ほ
ど
前
の
食
と
緑
の
博
覧
会
の
時

に
、
加
賀
藩
の
食
の
ル
ー
ツ
を
神
に
捧
げ
る

と
い
う
こ
と
で
、
県
に
言
わ
れ
て
実
際
に

作
っ
た
加
賀
料
理
を
全
部
蝋
細
工
で
仕
立
て

て
展
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
お
礼
は
い
ら
ん

か
ら
、
代
わ
り
に
蝋
細
工
を
頂
戴
と
言
っ
て

も
ら
っ
た
の
が
こ
れ
。
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展

と
か
に
加
賀
藩
の
食
を
発
信
す
る
に
は
、
し

ば
ら
く
こ
の
蝋
細
工
が
役
に
立
っ
た
。
自
分

の
う
ち
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
、
そ
れ
ぐ
ら

い
の
気
持
ち
で
物
事
を
や
っ
て
る
つ
も
り
な

ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
す

る
と
金
沢
の
食
か
ら
逸
脱
し
て
る
料
理
屋
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
る
。

鍔　

私
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
古
い
九
谷

焼
で
す
ね
。
前
田
藩
の
来
店
時
に
使
っ
て
い

た
美
し
い
菊
の
模
様
の
入
っ
た
九
谷
焼
が

あ
っ
て
、
調
べ
た
ら
明
治
時
期
の
再
興
九
谷

の
も
の
で
し
た
。
そ
う
い
う
情
報
を
知
る
と

愛
着
が
湧
い
て
き
ま
す
し
、
工
芸
が
お
好
き

な
お
客
様
に
お
出
し
し
て
お
話
し
す
る
と
喜

ば
れ
ま
す
。

　

老
舗
料
理
屋
の
提
供
す
る
工
芸
は
、
実
際

に
使
っ
て
き
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
古

物
は
移
動
し
て
色
々
な
持
ち
主
の
手
に
渡
り

ま
す
し
、
新
し
い
割
烹
さ
ん
は
古
い
う
つ
わ

を
求
め
て
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
素
敵

で
す
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
で
す
が
、
料

亭
に
あ
る
も
の
は
そ
の
店
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
も
の
。
私
達
は
店
の
中
で
う
つ
わ
の
物

語
を
紡
ぎ
出
し
て
き
た
と
も
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
工
芸
っ
て
面
白
い
も
の
で
す
。

大
友
佐
俊（
お
お
と
も
・
さ
と
し
）

金
沢
市
生
ま
れ
。
京
都「
菊
水
」や
岡
山「
三
好
野

弁
当
店
」
を
経
て
1
9
7
4
年
大
友
楼
入
社
。

1
9
8
2
年
代
表
取
締
役
就
任
、
大
友
楼
7
代
目
。

（
一
社
）県
食
品
協
会
副
会
長
、
金
沢
老
舗
百
年
会

副
会
長
な
ど
も
務
め
る
。

﹇
大
友
楼
﹈金
沢
市
尾
山
町
2
-2
7

ootom
orou.co.jp

鍔
正
美（
つ
ば
・
ま
さ
み
）

金
沢
市
生
ま
れ
。
株
式
会
社
つ
ば
甚
代
表
取
締
役
就

任
、
16
代
目
女
将
。

﹇
つ
ば
甚
﹈金
沢
市
寺
町
5
丁
目
1
-8

tsubajin.co.jp
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金
沢
の
大
事
な
工
芸
の
支
え
手
の
1
つ
に
、料
理
屋
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
代
々
道
具
・
古
美
術
を
所
有
し
、食
事
の
器
や
空
間
の
中
で
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
は
道
具
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
維
持
管
理
を
行
う
道
具
屋
や

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
毎
の
職
人
、修
復
士
等
で
す
。

藩
政
期
以
降
、料
理
屋
の
周
り
に
あ
る「
工
芸
」が
ど
の
よ
う
に
変
化
を
し
て
き
た
の
か
。

代
々
料
理
屋
が
所
有
す
る
工
芸
か
ら
文
化
財
修
復
も
手
掛
け
る
、

表
具
師
と
い
う
工
芸
の
流
れ
の
1
つ
を
紹
介
致
し
ま
す 山本幸雄

山本清芳堂

聞き手：
土屋兵衛（金城楼）

Vol. 3

金
城
楼
蔵・
細
野
燕
台
の
扁
額
修
復

土
屋　

細
野
燕
台
の
扁
額
修
復
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
額
は
元
々
祖
父
が

求
め
た
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
蔵
で
ず
っ

と
眠
っ
て
い
て
。
状
態
も
良
好
と
は
言
え
ず

…
お
手
数
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

山
本　

虫
食
い
と
破
れ
が
ひ
ど
く
て
。
笑　

修
復
を
頼
ま
れ
た
の
は
3
、4
ヶ
月
前
で
し

た
か
ね
。
実
際
の
作
業
は
集
中
し
て
2
週
間

く
ら
い
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

篆
書
体
で
、
右
か
ら
審
、
音
、
知
、
楽
。

燕
台
の
扁
額
は
現
代
も
よ
く
見
ま
す
け
ど
、

こ
ん
な
大
き
い
の
は
私
も
初
め
て
見
る
わ
。

　

本
紙
の
紙
質
が
は
羽
二
重
、
絖
本
と
い
う

ん
や
け
ど
。
絖
本
は
絹
本
よ
り
劣
化
が
早
い

か
ら
、
次
の
1
0
0
年
経
っ
た
ら
粉
に
な
っ

て
修
復
不
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
文
字

の
と
こ
ろ
は
ド
ー
サ
で
止
め
た
ん
で
す
。
紫

Vol. 3         山本幸雄（山本清芳堂）
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外
線
を
吸
収
す
る
部
分
は
特
に
劣
化
が
早
く

て
、
字
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
全
体
の
絖
本

に
も
ド
ー
サ
を
引
き
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い

と
、
ち
ょ
っ
と
触
っ
た
だ
け
で
粉
が
浮
き
上

が
る
。
そ
れ
を
止
め
る
た
め
に
埃
を
除
去
し

て
、水
洗
い
し
て
か
ら
ド
ー
サ
を
2
回
ほ
ど
。

そ
れ
か
ら
裏
打
ち
を
め
く
っ
て
、
サ
ケ
ド
メ
。

裏
打
ち
を
２
回
し
て
、
ウ
ケ
カ
ケ
を
す
る
。　
　

普
通
は
押
さ
え
貼
り
で
す
け
ど
、
そ
れ
だ
と

ま
た
外
れ
て
き
ま
す
。1
0
0
年
で
も
剥
が

れ
な
い
よ
う
に
施
工
の
や
り
方
を
変
え
て
ま

す
。
最
近
は
気
候
変
動
で
気
温
40
度
近
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
に
劣

化
が
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
。

土
屋　

な
る
ほ
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が

工
芸
品
の
保
管
・
維
持
と
い
う
点
で
関
わ
っ

て
く
る
ん
で
す
ね
。

文
化
財
修
復
の
難
し
さ

  山
本　

昔
と
比
べ
る
と
全
然
気
温
も
湿
度
も

違
う
よ
。

　

修
復
を
仲
間
の
人
と
一
緒
に
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
も
下
か
ら
見
て
る
分
に
は
わ
か
ら

ん
け
ど
、
天
井
か
ら
下
ろ
す
と
絵
が
凄
く
裂

け
と
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
岩
絵
具
が
パ
ラ
パ

ラ
落
ち
る
ん
で
す
よ
。
毎
朝
絵
具
を
宮
司
さ

ん
が
掃
い
て
た
く
ら
い
。
元
々
は
前
田
家
の

別
邸
、
金
谷
御
殿
に
あ
っ
た
天
井
を
尾
山
神

社
に
移
築
し
た
も
の
で
、
加
賀
藩
の
御
用
絵

師
佐
々
木
泉
景
が
書
い
と
る
ん
で
す
よ
ね
。

大
聖
寺
出
身
の
バ
リ
バ
リ
の
狩
野
派
で
す

よ
。
で
も
2
0
0
年
後
に
こ
ん
な
気
候
状
況

に
な
る
と
想
定
し
と
ら
ん
で
し
ょ
う
し
、
後

世
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
今
我
々

が
カ
バ
ー
し
て
や
ら
ら
な
い
と
ね
。
ま
ず
剥

落
止
め
で
そ
れ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。

土
屋　

江
戸
時
代
か
ら
現
在
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
修
理
の
仕
事
に

は
終
わ
り
が
な
い
で
す
ね
。

山
本　

前
に
ア
メ
リ
カ
人
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
あ
る
掛
軸
を
直
し
て
欲
し
い
と
言
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、「
そ
ん
な
暑
い

と
こ
ろ
で
掛
け
軸
は
無
理
で
す
か
ら
、
持
た

ん
こ
と
や
」と
答
え
ま
し
た
。
そ
う
い
う
気

候
風
土
で
は
掛
軸
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　

平
等
院
鳳
凰
堂
も
何
回
か
修
理
に
行
っ
た

ね
。
鳳
凰
堂
も
元
の
鳳
凰
堂
の
扉
は
真
っ
黒

で
何
が
書
い
て
あ
る
か
わ
か
ら
ん
の
で
す

が
、
X
線
と
赤
外
線
で
見
た
ら
絵
の
痕
跡

が
わ
か
る
。
つ
ま
り
人
間
が
何
に
も
せ
ん
で

も
、
経
年
で
防
ぎ
よ
う
な
く
自
然
に
真
っ
黒

に
な
っ
て
い
く
。
同
じ
よ
う
に
、
昔
は
キ
ン

キ
ラ
キ
ン
や
っ
た
仏
像
も
黒
く
な
る
。

ん
か
ら
、
何
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ん
か
っ
た

ね
。
年
中
休
み
な
し
が
ず
っ
と
続
い
て
。
で

も
そ
の
頃
は
バ
ブ
ル
の
最
盛
期
で
、
と
に
か

く
県
内
・
県
外
か
ら
掛
け
軸
の
依
頼
が
来
ま

し
た
。
書
道
家
、お
茶
人
、お
寺
か
ら
何
か
ら
。

　

そ
も
そ
も
修
繕
を
始
め
た
の
は
、
8
0
0

年
前
の
鎌
倉
時
代
の
曼
荼
羅
を
修
理
し
て
く

れ
と
依
頼
が
あ
っ
て
。
古
い
も
の
の
扱
い
が

当
時
あ
ま
り
上
手
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
、
岡

墨
光
堂
い
う
日
本
一
の
修
復
師
の
弟
子
に
ア

ド
バ
イ
ス
も
ら
っ
て
い
る
中

で
、「
こ
れ
は
修
理
は
本
格
的

に
勉
強
せ
な
い
か
ん
な
」と
考

え
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
一
歳
の

と
き
、
文
化
財
保
存
修
復
学
会

と
い
う
と
こ
ろ
に
表
具
屋
と
し

て
石
川
県
で
最
初
に
入
っ
て
、

全
国
の
学
会
へ
行
っ
て
、
本
格

的
に
文
化
財
修
理
を
出
し
ま
し

た
。
勉
強
し
な
が
ら
や
り
方
を

覚
え
て
い
き
ま
し
た
ね
。
金
沢

の
同
じ
表
具
屋
で
も
こ
う
い
う

修
復
の
仕
事
は
や
っ
て
い
る
人

が
お
ら
ん
く
て
、
勉
強
し
な
が

ら
覚
え
て
い
っ
た
わ
。

仕
事
も
習
い
事
も
、
工
芸
の
感
覚
で

土
屋　

な
る
ほ
ど
、
文
化
財
修
理
な
ど
は
当

代
か
ら
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

山
本
さ
ん
は
、
美
術
品
の
修
理
だ
け
で
な
く
、

伝
統
工
芸
展
に
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

山
本　

漆
芸
家
の
坂
下
直
人
に
、「
山
本
く
ん

一
閑
張
や
ら
ん
か
」と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。「
表
具
屋
は
そ
ん
な
こ
と
や
ら
ん

で
良
い
と
思
い
ま
す
け
ど
」と
言
っ
た
ら「
そ

れ
だ
と
出
世
せ
ん
」と
。「
じ
ゃ
あ
や
り
ま
す
」

と
言
っ
て
、
仕
事
終
わ
っ
て
か
ら
趣
味
で
毎

日
漆
の
生
地
か
ら
作
っ
て
ま
し
た
。

　
「
展
覧
会
出
し
て
み
」と
言
わ
れ
た
け
ど

趣
味
で
展
覧
会
に
出
す
気
は
な
い
か
ら
、
風

炉
先
屏
風
を
金
沢
市
工
芸
展
に
出
し
た
ん
で

す
。
県
の
伝
統
工
芸
に
も
出
せ
と
言
わ
れ
て
、

渋
々
出
し
た
ら
30
年
落
選
な
し
。
本
展
の
日

本
伝
統
工
芸
で
も
14
回
入
選
し
て
、
気
が
つ

け
ば
石
川
県
で
中
堅
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

坂
下
が
言
う
に
は
6
頭
立
て
で
行
け
と
。

書
道
、
お
茶
、
古
文
書
、
漢
文
、
染
め
物
、

竹
割
の
6
つ
。
お
か
げ
で
習
い
事
に
仕
事

は
毎
日
の
残
業
で
休
み
な
し
。「
一
つ
の
こ

と
し
か
で
き
ん
や
つ
は
そ
れ
し
か
で
き
ん
け

ど
、
あ
れ
も
こ
れ
も
上
手
い
や
つ
は
何
や
っ

て
も
上
手
い
」と
言
わ
れ
な
る
ほ
ど
な
と

思
っ
て
、
工
芸
の
感
覚
と
繊
細
さ
と
修
復
に

結
び
つ
け
た
り
し
て
ま
す
。
漢
文
は
17
年
目

に
な
っ
て
、
燕
台
の
漢
詩
を
読
ん
だ
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
も

表
具
屋
す
る
に
は
必
要
な
武
器
か
な
と
。
自

分
の
た
め
じ
ゃ
な
し
に
人
様
の
た
め
に
。

土
屋　

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
う
ち
に
あ
る
美
術
品
の
修
理
や

相
談
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
本
幸
雄（
や
ま
も
と
・
ゆ
き
お
）

1
9
4
6
年
金
沢
市
生
ま
れ
、
山
本
清
芳
堂
の
表
具

師
。
作
家
名
は
山
本
幸
巨
。1
9
9
6
年
日
本
工
芸

会
正
会
員
認
定
。
正
行
寺
襖
絵
修
復
、
浄
土
寺
障
壁

画
修
復
、
平
等
院
鳳
凰
堂
剥
落
止
な
ど
多
数
の
修
復

を
手
が
け
る
。

﹇
山
本
清
芳
堂
﹈金
沢
市
大
手
町
10

-

24

土
屋
兵
衛（
つ
ち
や
・
ひ
ょ
う
え
）

1
9
7
5
年
金
沢
市
生
ま
れ
。
銀
座
フ
ラ
ン
ス
料

理
店
、
吉
兆
西
洋
銀
座
店
で
の
修
行
を
経
て
、
現

在
料
亭
金
城
樓
5
代
目
主
人
。2
0
1
5
年
金
沢

芽
生
会
会
長
就
任
、
2
0
2
1
年
全
国
芽
生
会
連

合
会
副
理
事
長
就
任
。

﹇
金
城
楼
﹈金
沢
市
橋
場
町
2

-

2-

23

kinjohro.co.jp

金
沢
市
指
定
文
化
財「
身
延
山
全
景
俯
瞰
図
」（
本
是
寺
蔵
）

修
繕
前
・
修
繕
後

「
福
富
長
者
物
語
」常
福
寺
蔵

金
城
楼
正
面
玄
関

　

文
化
財
の
場
合
は
コ
ス
ト
度
外
視
で
も
現

状
維
持
に
努
め
る
け
ど
、
民
間
の
場
合
は
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
安
く
か
つ
長
持
ち
さ
せ
た
い
考

え
で
す
し
、
神
社
や
お
寺
の
場
合
は
バ
ラ
ン

ス
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
が
あ
る
。

み
ん
な
維
持
・
管
理
に
関
し
て
は
割
と
無
関

心
で
す
か
ら
。

　

そ
の
点
、
常
福
寺
に
あ
る
北
方
心
泉
記
念

館
は
私
主
導
で
設
備
を
完
璧
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
お
寺
に
沢
山
あ
っ
た
北
方
心
泉
の
資

料
群
が
金
沢
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
、

色
々
助
成
金
申
請
が
で
き
て
。
世
に
あ
る
蔵

が
み
ん
な
あ
あ
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
ね
。

土
屋　

な
る
ほ
ど
。
改
め
て
お
話
し
伺
っ
て

い
る
と
山
本
さ
ん
に
よ
っ
て
沢
山
の
美
術
品

が
救
わ
れ
て
き
た
ん
だ
と
、
感
動
し
ま
す
。

元
々
修
繕
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？

山
本　

い
や
、
父
も
表
具
師
で
し
た
が
襖
と

障
子
張
り
の
み
で
、
美
術
品
の
専
門
に
な
っ

た
の
は
私
の
代
か
ら
。
丁
稚
先
の
京
都
の
親

方
は
美
術
品
専
門
の
表
具
屋
さ
ん
や
っ
た
け

ど
、
全
然
仕
事
を
教
え
て
く
れ
な
く
て
。
金

沢
に
戻
っ
て
き
て
も
ほ
ぼ
仕
事
を
習
っ
と
ら

Vol. 3         山本幸雄（山本清芳堂）
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工
芸
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

工
芸
都
市
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
通
り
、

金
沢
市
内
に
は
工
芸
に
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
眠
っ
て
い
る
。

巡
礼
・
美
術
工
業
・
職
人
と
い
う
3
つ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に
ま
と
め
た
の
で
、

工
芸
に
ま
つ
わ
る
散
策
に
是
非
出
掛
け
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
ず
は「
月
心
寺
」へ
。
裏
千
家
茶
道
の
祖
・
仙
叟
宗
室

の
墓
が
あ
り
現
在
も
月
釜
が
行
わ
れ
て
い
る
。
足
を
伸

ば
し
、
宗
和
流
の
祖
・
金
森
宗
和
菩
提
寺「
高
巌
寺
」や

島
田
佳
矣
デ
ザ
イ
ン
の「
大
屋
愷
あ
つ
の
碑
」、
前
田
家

菩
提
寺
で
俵
屋
宗
達
の
石
碑
も
あ
る「
宝
円
寺
」も
見

逃
せ
な
い
。
最
後
は
南
西
進
み「
野
田
墓
地
」頂
上
に

あ
る
加
賀
藩
主
前
田
家
墓
所
に
て
、
彼
ら
の
生
涯
と
業

績
に
思
い
を
馳
せ
よ
う
。

「
明
治
記
念
之
標
」は
高
岡
の
鋳
物
職
人
に
よ
り
造
ら

れ
た
と
さ
れ
、
工
芸
が
導
入
さ
れ
た
当
時
の
気
配
が
想

像
で
き
る
。
職
人
の
手
で
修
復
さ
れ
た
工
芸
は
、「
尾

山
神
社
拝
殿
」や「
北
方
心
泉
記
念
館
」、「
石
黒
商
店
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
し
足
を
伸
ば
し
、
明
治
か

ら
続
く
窯
元「
九
谷
光
仙
窯
」で
は
陶
芸
体
験
も
可
能

（
要
予
約
）。
ま
た
非
公
開
だ
が「
大
西
陶
磁
器
顔
料
跡
」

も
重
要
な
産
業
遺
産
の
一
つ
。

加
賀
藩
の
工
芸
技
術
を
支
え
た
御
細
工
所
は「
新
丸
広

場
」に
あ
っ
た
と
い
う
。
歩
い
て
程
近
い「
成
巽
閣
」で

そ
の
技
術
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
工
業
と
し
て
窯

業
を
考
え
た
、
藩
営「
春
日
山
窯
跡
」や
維
新
後
の「
金

沢
区
方
開
拓
所
跡
」に
も
思
い
を
馳
せ
よ
う
。
そ
し
て

現
在
も
続
く「
石
川
県
立
工
業
高
校
」や「
金
沢
卯
辰
山

工
芸
工
房
」は
非
公
開
だ
が
工
芸
を
支
え
て
き
た
政
治
・

教
育
機
関
と
し
て
外
せ
な
い
。

歴
史
と
信
仰
の
巡
礼

ル
ー
ト

職
人
の
営
み

ル
ー
ト

文
化
政
策
と
美
術
工
業

ル
ー
ト

6869

工芸祭スタンプラリー
工芸タイムトラベルで紹介した金沢市内の工
芸ゆかりのスポットから約10箇所に工芸祭
オリジナル提灯を設置して紹介します。全ス
ポットを巡った方には、オリジナル手ぬぐい
をプレゼント！ント！
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金沢駅

金沢城公園

兼六園

犀川

浅野川

卯辰山公園

西泉 野町

国
道
15
7線

国
道
35
9線

湯涌IC

東
長
江
IC

金沢卯辰山工芸工房3

新丸広場（御細工所跡）4

浅田屋 20

里見町 APARTMENT 11

明治記念之標（日本武尊銅像）6

成巽閣7

県立工業高校13

中村記念美術館 旧中村邸14

金澤神社 大屋愷あつの碑8

月心寺2

金城楼21

金沢アートグミ18

山本清芳堂22
大友楼 23

A.SPACE 12

九谷光仙窯 15

金沢区方開拓所跡（知事公舎） 10

石黒商店19

つば甚24

宝円寺9

大西陶磁器顔料跡16

野田墓地17

尾山神社拝殿 5

1807年に青木木米が卯辰山の春日
山（現在の小坂神社付近）で始めた
窯。加賀藩は殖産政策の一つとして
窯業を始めたが、1820年廃窯。現在
は看板のみ。
金沢市山の上町10-13

山ノ上町にある曹洞宗のお寺。裏千
家の祖である仙叟宗室や大樋長左
衛門代々の墓などがあり、仙叟命日
である23日には茶道隆茗会による
追善茶会が開催される。 
金沢市山の上町1- 43

金沢の伝統工芸の継承発展と文化
振興を目的とし1989年に設立され
た研修施設。全国から集まった研修
者は陶芸、漆芸、染、金工、ガラスの
いずれかの工房に在籍。
金沢市卯辰町ト10

春日山窯跡1 月心寺2 金沢卯辰山工芸工房3

御細工所は1687年、加賀藩4代藩主
前田綱紀により制度化。技術の錬磨
に励むいた職人が所属し、生活は保
障された。宝暦の大火前は金沢城の
新丸広場に設置されていた。
金沢市丸の内1

歴代藩主の別邸であった旧金谷御
殿から移築されたもので天井は格
天井作り、各間毎に極彩色のうどん
げの花が美しく描かれる。山本清芳
堂により修繕された。
金沢市尾山町11-1

1880年建立の兼六園にある日本で
最初の西洋式銅像。西洋的なモニュ
メントでありながら、高岡の鋳物職人
たちによって鋳造されたため、仏像的
な造形感覚が前面に感じられる。
金沢市兼六町1-24

新丸広場（御細工所跡）4 尾山神社拝殿5 明治記念之標（日本武尊銅像）6

加賀藩13代藩主前田斉泰が1863年
に母のために建てた大名建築。建立
時は1500坪で、一つの棟に武家書
院様式と数奇屋風書院造りの2つの
様式が組み込まれている。
金沢市兼六町1-2

大正時代に工芸の”産業化“と”意匠
“を監督した島田佳矣によるデザイ
ン。地図製作をした洋学者大屋愷あ
つの石碑であり、地球儀を大屋の干
支の猪が支えている斬新な意匠が
特徴。金沢市兼六町1-3

宝町にある曹洞宗のお寺。前田利家
が建立し、藩主一族の位牌が安置さ
れる菩提寺。江戸初期の画家・俵屋
宗達の墓もあり、金沢宗達会による
茶会が年一度開催されている。
金沢市宝町6-14

成巽閣7 金澤神社 大屋愷あつの碑8 宝円寺9

1872年、明治維新により困窮した
人々の救済のため、現在の知事公舎
のある場所に金沢区方開拓所（後の
区方勧業場）が開設。製陶部門を中
心に授産事業が行われた。
金沢市広坂1-8-2

金沢区方開拓所跡（知事公舎）10

タテマチストリートと柿木畠をつな
ぐ裏通りにある、1970sの雰囲気残
る古ビルでまだ工事中／スケルトン
状態。金沢みらい茶会のEXHIBITION
1の展示会場。
金沢市里見町42-9

里見町 APARTMENT11

加賀指物木工師 青木小波が運営す
る株式会社。金沢が生む人・工芸・モ
ノを世界に紹介。作家もののオー
ダーメイドの他、ものづくりに必要
な道具制作や修繕も行う。
金沢市大工町33-2

A.SPACE12

1887年、前身の金沢区工業学校が石
川県勧業博物館（成巽閣隣）一部を
校舎に設立。初代校長納富介次郎は
美術工業の発展に努めた。1958年県
立工業高校に改称、通常非公開。
金沢市本多町2-3-6

県立工業高校13

1928年に酒造業中村家の住宅とし
て旧元車町で建築。現在地に移築・
改装後、平成元年まで中村記念美術
館本館として使用。金沢みらい茶会
のEXHIBITION2の展示会場。  
金沢市本多町3-2-29

中村記念美術館 旧中村邸14

1872年開窯の九谷焼の窯元。1920
年に金沢市野町に移転築窯。現在で
もろくろによる成形から上絵付ま
で職人が一貫して行い、薪窯で焼成
を行っている。
金沢市野町5-3-3

九谷光仙窯15

金沢市で最後となった陶磁器用の
顔料工場。1917年に創業し2018年
までの100年余りにわたり顔料を
製造し、九谷焼の窯元や中京圏で販
売していた。
金沢市久安6-194

大西陶磁器顔料跡16

先人が眠る金沢市営墓地。山頂近く
に加賀藩主前田家墓所がある。藩主
とその正室の墓は四角形の土檀（ど
だん）を階段状に重ねており、一見
すると古墳に見える。
金沢市野田町墓地

野田墓地17
金沢市青草町88番地

金沢アートグミ18

石黒商店19 浅田屋20 金城楼21

山本清芳堂22 大友楼23 つば甚24

1 春日山窯跡

金沢21世紀
工芸祭2021

MAP

‥ツアー訪問先 ‥行燈 ‥金沢みらい工芸部‥展示会場

金沢市十間町53 金沢市十間町23 金沢市橋場町2-2-23

金沢市大手町10-24 金沢市尾山町2-27 金沢市寺町5-1-8

7071

kogei_1108.indd   70-71kogei_1108.indd   70-71 2021/11/11   11:532021/11/11   11:53



「
加
賀
の
茶
道
」著
者
：
牧
孝
治　

発
行
：
株
式
会
社
北
国
出
版
社　
1
9
8
3
／
4
／
1

「
石
川
県
の
工
芸
|
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
|
」

編
集
発
行
：
石
川
県
立
美
術
館　

1
9
9
1
／
10
／
10 

「
千
利
休
居
士
四
百
周
年
遠
忌 

う
め
か
お
る  
そ
の
二
」

出
版
：
社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
川
支
部　

1
9
9
0
／
9

「
開
館
10
周
年
記
念
特
別
展 

石
川
の
美
術
|
明
治
・  

大
正・昭
和
の
歩
み
|
」   

編
集
発
行
：
石
川
県
立
美
術
館

1
9
9
4
／
1
／
4

「
近
代
数
寄
者
の
地
域
的
展
開 

│ 

関
西
・
中
京
・
金
沢 

│
」

著
者  

：
齋
藤 

康
彦　
2
0
0
9

「
M
T
M
J 

日
本
ら
し
さ
と
茶
道
」 

著
者
：
ク
リ
ス
テ
ン・ス
ー
ラ
ッ
ク 

発
行
：
さ
い
は
て
社　
2
0
1
8
／
4
／
10　

「
北
國
文
華 

第
80
号（
2
0
1
9
夏
） 

特
集
：
茶
都
金
沢

の
底
力
」  

出
版 

：
北
國
新
聞
社
出
版
局　

2
0
1
9
／
6
／
1

「
現
代
に
息
づ
く
茶
道
の
ま
ち 

金
沢
の
茶
室
」 

企
画
発
行
：
金
沢
市　
2
0
0
2
／
3
／
30

北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

学
位
申
請
論
文「
ク
ラ
フ
ト
創
造
都
市
」 金
沢
に
関
す
る

研
究
：「
工
芸
」の
多
義
性
を
基
軸
と
し
て
」 

著
者
：
澤
田
挙
志　
2
0
2
0
／
3
／
25

参
考
文
献

 

金
沢
 21
世
紀
工
芸
祭
2
0
2
1

 

土
に
紐
づ
く
：
工
芸
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

発
行
日　
　
　 

2
0
2
1
年
11
月
23
日

 

発　

行 

金
沢
21
世
紀
工
芸
祭
実
行
委
員
会

 

金
沢
市
下
本
多
町
6
番
丁
40

-

1

 

金
沢
市

企
画 

上
田
陽
子
（
金
沢
ア
ー
ト
グ
ミ
）

編
集 

金
沢
21
世
紀
工
芸
祭
実
行
委
員
会

取
材
協
力 

金
沢
芽
生
会
、
金
谷
亜
祐
美
、
宮
越
文
美

図
版
協
力 

石
川
県
立
美
術
館
、
石
川
県
立
工
業
高
校

 

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
尾
山
神
社

 

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
、
成
巽
閣

表
紙
イ
ラ
ス
ト 

イ
ジ
ャ
ク
ノ
絨
毯

本
文
中
イ
ラ
ス
ト 

佐
直
麻
里
子
（
茶
花
イ
ラ
ス
ト
）　

 

西
川
圭
祐
（
数
寄
者
・
流
派
所
作
イ
ラ
ス
ト
）

                                  chisako tabuchi

（
ル
ー
ト
イ
ラ
ス
ト
）

デ
ザ
イ
ン 

神
子
澤
知
弓

印
刷 

株
式
会
社
山
田
写
真
製
版
所

令
和
３
年
度　

文
化
庁　

文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業

「
お
点
前
の
研
究
：
茶
の
湯
44
流
派
の
比
較
と
分
析
」

著
者
：
廣
田
吉
崇　
発
行
：
大
隈
書
店

2
0
2
0
／
6
／
13

「
別
冊
太
陽
ス
ペ
シ
ャ
ル 

工
芸
王
国 

金
沢
・
能
登
・
加
賀

へ
の
旅
」  

出
版
：
株
式
会
社
平
凡
社　

2
0
2
1
／
10
／
24

「
加
賀
藩
御
細
工
所
の
研
究
㈠
」

著
者
：
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
研
究
所　

発
行
：
金
沢
美
術
工
芸
大
学　

1
9
8
9
／
11

「
茶
室
空
間
入
門
」

著
者
：
船
越
徹
・
熊
倉
功
夫
・
中
村
利
則
・
西
和
夫　

発
行
：
株
式
会
社
彰
国
社　

1
9
9
2
／
9
／
10

「
石
川
・
富
山
の
近
代
茶
道
│
入
札
会
と
数
寄
者
│
」

発
行
：
金
沢
美
術
青
年
会　

2
0
0
5
／
10
／
7

「
日
本〈
工
芸
〉の
近
代
」 
著
者
：
森
仁
史　

発
行
：
吉
川
弘
文
館　

2
0
0
8
／
12
／
1

「
T
H
E 

B
O
O
K 

O
F 

T
E
A　
茶
の
本
」 

著
者
：
オ
カ
ク
ラ 

カ
ク
ゾ
ウ  

発
行
：バ
ベ
ル
プ
レ
ス

2
0
1
0
／
3
／
25

「
茶
と
室
内
デ
ザ
イ
ン
」 

編
者
：
小
泉
和
子　

発
行
：
株
式
会
社
思
文
閣
出
版　

2
0
1
5
／
6
／
10

　

kogei_1108.indd   72kogei_1108.indd   72 2021/11/11   11:532021/11/11   11:53


